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［特集］
公民協働で進める
新エネルギー利用の促進政策

りんご並木の収穫作業（１１月２２日）
飯田東中に入学する６年生も参加して
収穫作業が行われた
りんごは、生徒からの手紙付きで
南相馬市から市内へ
避難されている世帯にも届けられた
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特集

公民協働で進める
新エネルギー利用の促進政策

公民協働で進める
新エネルギー利用の促進政策
～環境と経済が好循環する持続可能な地域づくりを目指して～～環境と経済が好循環する持続可能な地域づくりを目指して～

「
お
ひ
さ
ま
」 

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

市内の太陽光発電の普及率は５％ 　全国３.６％より高い比率！

※再生可能エネルギー……太陽光、太陽熱、風力、バイオマスなど繰り
返し利用が可能なエネルギーのこと。

※再生可能エネルギー……太陽光、太陽熱、風力、バイオマスなど繰り
返し利用が可能なエネルギーのこと。

飯田市は、環境モデル都市として全国１３都市の一つに選定されており、
低炭素社会に向けた高い目標をかかげて先駆的な取り組みにチャレンジしています。

公
共
施
設
の
屋
根
を

利
用
し
た
太
陽
光
発
電

〜 

お
ひ
さ
ま
発
電
所

設
置
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

〜

保
育
園
や
公
民
館
な
ど
公
共
施
設
の

屋
根
を
借
り
て
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置

し
発
電
す
る
事
業
を
、お
ひ
さ
ま
進
歩
エ

ネ
ル
ギ
ー
㈱
が
２
０
０
５
年
か
ら
展
開
し

て
い
ま
す
。こ
の
事
業
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
出
資
金
を
原
資
に
し
て
お
り
、
売
電
に

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
で
３
０
０

世
帯
分
の
電
力
を
供
給

〜 

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
い
い
だ 

〜

広
大
な
土
地
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
多

数
並
べ
て
発
電
す
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
基
幹
電
源
と

し
て
全
国
的
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
い
い
だ
」
は
、
中
部
電

力
と
の
共
同
事
業
で
、
中
部
電
力
管
内

で
は
第
１
号
と
し
て
、
平
成
２３
年
１
月
に

稼
働
を
始
め
て
い
ま
す
。
太
陽
光
パ
ネ
ル

は
、
当
地
域
で
製
造
さ
れ
た
も
の
で
、
発

よ
る
利
益
は
、
出
資
者
に
還
元
さ
れ
て
い

ま
す
。
民
間
事
業
者
が
主
体
に
な
る
こ
と

で
、市
町
村
の
行
政
区
画
を
超
え
て
南
信

地
方
全
体
に
広
く
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
公
共
施
設
の
屋
根
貸
し
は
、

７
月
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価

格
全
量
買
い
取
り
制
度
ス
タ
ー
ト
を
契

機
に
神
奈
川
県
、
京
都
な
ど
全
国
の
自

治
体
に
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
飯
田
の
取

り
組
み
は
ま
さ
に
そ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て

い
ま
す
。

鼎みつば保育園鼎みつば保育園
この他、南信州地域を中心とした約１５０カ所の保育園、児童
センター、公民館、民間事業所などに設置されている
この他、南信州地域を中心とした約１５０カ所の保育園、児童
センター、公民館、民間事業所などに設置されている

東日本大震災により、我が国のエネルギー政

策のあり方が問われています。

これまで日本は、エネルギーの大部分を海外

の輸入に頼る石油や石炭などの化石燃料や原子

力発電でまかなってきており、自給率はわずか

４％程度（２００７年）となっています。

こうした中、エネルギーの安定的な確保に向け

た対策として、地域の再生可能エネルギー（※）の

利用による供給割合を高めていくことが求められ

ています。

飯田市には、再生可能エネルギーの資源が豊

富に存在しています。この豊富な資源を民間の

活力を使って利活用していき、２０３０年までに市

内のエネルギー需要の２０％をまかなえるよう取り

組んでいきます。

東日本大震災により、我が国のエネルギー政

策のあり方が問われています。

これまで日本は、エネルギーの大部分を海外

の輸入に頼る石油や石炭などの化石燃料や原子

力発電でまかなってきており、自給率はわずか

４％程度（２００７年）となっています。

こうした中、エネルギーの安定的な確保に向け

た対策として、地域の再生可能エネルギー（※）の

利用による供給割合を高めていくことが求められ

ています。

飯田市には、再生可能エネルギーの資源が豊

富に存在しています。この豊富な資源を民間の

活力を使って利活用していき、２０３０年までに市

内のエネルギー需要の２０％をまかなえるよう取り

組んでいきます。
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政策的融資
（エコファイナンス）

住宅用太陽光
発電設備普及事業補助金

おひさま０円システムのしくみおひさま０円システムのしくみ

飯田信用金庫 飯田市

一般住宅

中部電力

０円で太陽光パネルが設置される
９年間定額を支払えば、１０年目以降に譲渡され
発電分の全てが収入となる。

中部電力由来の
電気使用分の支払い

太陽光発電分の
余剰電力は、
売電収入となる

出資

分配
「おひさま０円システム」を管理する。

地域活性化
パートナーシップ協定

政策的融資
（エコファイナンス）

住宅用太陽光
発電設備普及事業補助金

太陽光パネル
設置

定額支払い
月 １々９,８００円

おひさまグリッド㈱

出
資
者

初
期
投
資
０
円
で
太
陽
光

発
電
パ
ネ
ル
を
設
置

〜 

お
ひ
さ
ま
０
円
シ
ス
テ
ム 

〜

一
般
家
庭
が
太
陽
光
発
電
を
導
入
し
た

い
と
思
っ
て
も
、
そ
の
設
置
費
用
が
高
い
と

い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

市
は
、
一
般
家
庭
が
、
初
期
投
資
０
円
で

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
で
き
る
事
業
に
つ
い

電
量
は
、
一
般
家
庭
３
０
０
世
帯
分
に
相

当
し
ま
す
。
発
電
分
は
、
主
に
川
路
と
三
穂

地
区
で
消
費
さ
れ
て
い
ま
す
。

メガソーラーいいだ （川路地区）メガソーラーいいだ （川路地区）
市有地に４,７０４枚の太陽光パネルを設置。
敷地内には見学施設があります。
市有地に４,７０４枚の太陽光パネルを設置。
敷地内には見学施設があります。

て
、そ
の
実
施
事
業
者
を
毎
年
募
集
し
て
お

り
、
今
年
度
は
お
ひ
さ
ま
進
歩
エ
ネ
ル
ギ
ー

㈱
の
事
業
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
月
々
の
定
額
料
金
１
万
９

千
８
０
０
円
を
９
年
間
支
払
っ
て
い
け
ば
、

１０
年
目
に
は
、そ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

が
無
償
譲
渡
さ
れ
る
事
業
で
す
。

こ
の
事
業
に
関
す
る
融
資
は
、飯
田
信
用

金
庫
が
、
地
域
政
策
を
支
援
す
る
立
場
か

ら
行
っ
て
お
り
、
お
ひ
さ
ま
進
歩
エ
ネ
ル

ギ
ー
㈱
、飯
田
信
用
金
庫
、市
が
公
民
協
働

事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

おひさま進歩エネルギー㈱は、
平成２４年度地球温暖化防止活動環境大臣表彰を

受賞しました。

なお、過去においても、この地域の取り組みが先進的な
事例として３度も表彰されています。

★平成２３年度
ＬＥＤ防犯灯の開発により、ネスク－イイダ、（公財）飯田・
南信州産業センター、飯田市が受賞しました。

★平成１３年度
太陽光発電に係わる積極的な取り組みにより、飯田市が
受賞しました。

平成２３年１１月に太陽光発電を
導入した市内のＡさんの場合 （容量４ｋｗ）

売電による収入

節電意識の向上

地球温暖化防止への貢献

※節電に努めれば、設備購入額などを含めても
利益がでる場合があります。

太陽光発電導入のメリットは？太陽光発電導入のメリットは？

この他にも、一般家庭として、単に電気を消費するだけでな
く、複数家庭分相当の発電を担うことになるなどがあります。
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利益分



市域に占める森林面積は８５％ 「
も
り
」 

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

公
民
協
働
に
よ
る

利
用
拡
大

〜 
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
・

ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー 

〜

民
間
企
業
５
社
が
、ペ
レ
ッ
ト
燃
料

の
製
造
に
着
手
す
る
た
め
平
成
１６
年

に
「
南
信
バ
イ
オ
マ
ス
協
同
組
合
」
を

設
立
し
ま
し
た
。
市
は
、
学
校
や
保
育

園
、
温
泉
施
設
な
ど
公
的
施
設
に
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
や
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ

ラ
ー
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
民
間
温

泉
施
設
へ
補
助
金
を
出
す
な
ど
し
て

導
入
を
支
援
し
地
域
全
体
に
お
け
る

需
要
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
採

算
環
境
を
つ
く
り
出
し
て
い
ま
す
。

ペ
レ
ッ
ト
燃
料
（※）

の
利
用
は
、
毎
年

２
１
０
ト
ン
程
度
で
し
た
が
、
公
民
協

働
に
よ
り
需
要
と
供
給
の
体
制
が
整

備
さ
れ
た
こ
と
で
、平
成
２３
年
は
１
２
０

０
ト
ン
程
度
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。

※

ペ
レ
ッ
ト…

木
く
ず
、お
が
く
ず
な
ど
を
原

料
に
固
め
て
作
っ
た
燃
料

森林組合
飯田市

一般市民

小中学校・保育園

民間企業５社による

Ｈ１６.１.２９設立

南信バイオマス
協同組合

民間企業５社による

Ｈ１６.１.２９設立

南信バイオマス
協同組合

木質バイオマス（ペレット）の普及拡大

地域（行政）が需要を創出し、
採算環境をつくる。

温泉事業者

ペレットの製造

ペレットストーブに使用

ペレットストーブに使用

ペレットボイラーに使用

ペレットストーブペレットストーブ

ペレットペレット

特集
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地形を活かした市民参加型の小水力発電 「
み
ず
」 

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

市
民
参
加
型
の

小
水
力
発
電

〜 

小
水
力
発
電
の
研
究
・

発
電
機
の
開
発 

〜

小
水
力
発
電
は
、
水
の
落
差
を
利
用

し
て
小
型
水
車
を
回
し
て
発
電
す
る

方
式
で
、
中
山
間
地
域
の
地
形
や
豊
富

な
水
源
を
活
か
せ
ま
す
。
上
村
地
区
で

は
、
全
国
で
も
珍
し
く
地
域
が
主
体
と

な
っ
て
発
電
機
設
置
へ
の
検
討
を
始
め

て
い
ま
す
。設
置
が
実
現
さ
れ
れ
ば
そ
の

売
電
収
益
が
地
域
振
興
の
大
き
な
原

動
力
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
地
域
製
造
業
の
技
術

を
生
か
し
た
マ
イ
ク
ロ
小
水
力
発
電
機

を
開
発
し
小
規
模
河
川
や
農
業
用
水

路
で
の
実
用
化
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

上村の小水力発電を考える会上村の小水力発電を考える会
程野地区を流れる小沢川に小水力発電を設置する予定程野地区を流れる小沢川に小水力発電を設置する予定

明治４０年頃、旧竜丘村では、地区内で電気をおこして各家庭で使おうという研究が始まり、大正初期

には日本で最初の電気利用組合が設立されました。

大正３年に工事に着工、翌４年には新川発電所が完成しました。その後、電気需要の高まりに合わせ

て、大正１１年には久米川にも発電所を新設しました。

昭和１７年の通常総会の事業報告によ

ると、電灯は常夜灯や養蚕灯などで総取

付数５,３６６灯、電力は製糸ほか各種工業

用に利用され電動機取付台数３６台１１０馬

力、収支状況も極めて良好で剰余金をあ

げつつ周囲の電力会社より安い供給価

格でした。

しかし、昭和１６年の国の配電統制令

施行により、昭和１８年には中部配電株式

会社に事業を譲り渡して組合は解散し

ています。

日 本初の電気利用組合 ～竜丘電気利用組合～

（参考文献：竜丘村史、写真で見る竜丘）

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル 

（
将
来
）

発注者：自治体、まちづくり委員会など

各種申請：設計士 工事：施工業者

納品者：製造業グループ

※ＬＥＤ防犯灯と同様の仕組み

発注

購入

普及サポート
体制

導入時における
地元対応・許認
可サポート

→地球温暖化対
策課、関連部署
など

製造業グループ
に対する製品開
発サポート

→工業課・産業セ
ンター

①小水力発電機
②用途開発製品

再生エネルギーの用途
公共施設、農業施設、電気柵、
ＬＥＤ防犯灯、危機管理など
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受賞会場での記念写真

退任式で挨拶する副市長 座長を務める金子院長（左：仁科亜希子さん）

学区内に26個の巣箱を設置（１個で繁殖を確認）

１１月２８日、渡邉嘉藏副市長が４年間の任期を終

え退任されました。リニアや庁舎関連などの地域課

題に積極的に対応され成果を挙げられました。退任

により副市長は、２人体制から１人体制となります。

１２月９日、市立病院創立６０周年・新病院開院２０周

年の記念事業として、がんと闘っている女優 仁科亜

希子さんをお招きし、講演会やパネルディスカッショ

ンを行いました。

１１月２６日、環境省などの主催によ

る「第４７回全国野生生物保護実績発

表大会」が東京で開催され、座光寺小

学校６年１組が林野庁長官賞を受賞

しました。

テーマを「準絶滅危惧種“フクロウ”

のすむ里　座光寺をめざして！」として、

フクロウの生息分布調査や巣箱かけ、

営巣観察などに取り組んだ２年間の

活動の成果を発表しました。

林野庁長官賞を受賞
全国野生生物保護実績発表大会

渡邉副市長退任式
人と人のネットワークを大事に

飯田市立病院 市民医療フォーラム
仁科亜希子さんを囲んで 
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中学生と小学６年生の給食交流
（竜東中学校区）

12月１日 八日市場・日月神社（南信濃地区）

中学教師による小学６年への出前授業（鼎中学校区）

小中連携・一貫教育の２つモデル校

区で公開学習発表会や成果発表会が

開催されました。

１１月２０日に、竜東中学校で同校区

の公開学習発表会が行われ、中学の授

業を小学６年生が参観したり、交流給食

会や体験合同授業（音楽集会）などが

行われました。

１１月２７日には、鼎小学校で成果発

表会が行われました。鼎中学校の先生

が鼎小学校６年生に授業を行う出前授

業などが行われました。

霜月まつりは、１２月１日から上村、南信濃地区の各所

で行われました。クライマックスでは、さまざまな面（おも

て）が登場して、煮えたぎる湯の周りを舞いながらまつり

を盛り上げました。

12月１日 中郷・正八幡神社（上村地区）

遠山に響き渡る神楽歌
国重要無形文化財 霜月まつり

飯田市小中連携・一貫教育

モデル校区の実践発表
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市 

長

　牧
野
光
朗

そ
の 

９６

創
立
６０
周
年
を
迎
え
た
市
立
病
院

１２
月
９
日
に
飯
田
市
立
病

院
創
立
６０
周
年
を
記
念
し
て

市
民
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
ら
た
め

て
市
立
病
院
の
歴
史
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
大
き
な
分

岐
点
が
２
度
ほ
ど
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

一
つ
は
現
在
あ
る
場
所
へ

の
移
転
新
築
の
際
で
す
。
当

時
、
１
６
０
億
円
を
越
え
る

大
型
投
資
を
行
う
こ
と
に
つ

い
て
激
論
が
交
わ
さ
れ
た
よ

う
で
す
が
、
諸
先
輩
方
が
や

ら
ざ
る
を
得
な
い
と
決
断
さ

れ
た
こ
と
が
今
日
の
医
療
充

実
に
結
び
つ
い
た
と
言
え
ま

す
。も

う
一
つ
は
平
成
１８
年
か

ら
顕
在
化
し
た
地
域
内
で
の

分
娩
危
機
で
し
た
。
地
域
を

挙
げ
た
議
論
が
な
さ
れ
、
危

機
を
乗
り
越
え
る
と
共
に
全

国
に
先
駆
け
た
定
住
自
立
圏

の
取
組
み
の
契
機
と
な
っ
た

の
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
。

現
在
、
病
院
経
営
も
黒
字

化
し
、
救
急
や
分
娩
等
に
係

る
増
築
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
今
日
の
市
立
病
院
が

あ
り
、
当
地
域
の
医
療
を
守

り
続
け
ら
れ
た
の
は
、
飯
田

医
師
会
を
は
じ
め
と
し
た
三

師
会
と
の
連
携
や
飯
伊
地
区

包
括
医
療
協
議
会
に
お
け
る

先
進
的
な
取
組
み
等
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

　当
地
域
は
、
少
な
い
医
療

資
源
を
役
割
分
担
と
連
携
強

化
に
よ
っ
て
補
う
努
力
を
続

け
て
き
た
こ
と
で
、
全
国
か

ら
注
目
さ
れ
る
健
康
長
寿
の

医
療
圏
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

鏡
を
見
て
び
っ
く
り
。「
い

つ
の
間
に
か
ほ
っ
ぺ
た
に
シ
ミ

が
・
・
」
こ
ん
な
経
験
あ
り
ま

す
か
。

顔
に
で
き
る
シ
ミ
の
中
に

は
、
放
っ
て
お
い
て
は
い
け
な

い
「
悪
い
シ
ミ
」
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
「
日
光
角
化
症
」
と
い

う
名
前
の
悪
い
シ
ミ
の
話
で

す
。
こ
の
シ
ミ
は
「
皮
膚
が
ん

の
は
じ
ま
り
」
な
の
で
す
。
治

療
し
な
い
で
放
っ
て
お
く
と
進

行
し
た
が
ん
に
移
行
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
日
光
角
化
症
は

長
時
間
日
光
（
紫
外
線
）
を
浴

び
続
け
た
皮
膚
に
で
き
ま
す
。

顔
に
で
き
る
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
頭
部
や
耳
、
手
の
甲
な

ど
に
も
生
じ
ま
す
。
患
者
さ
ん

の
数
は
年
々
増
加
傾
向
で
、
特

に
７０
歳
以
上
の
方
に
多
く
み
ら

れ
ま
す
。
日
焼
け
で
赤
く
な
っ

て
も
あ
ま
り
黒
く
な
ら
な
い
色

白
の
人
の
方
が
で
き
や
す
い
よ

う
で
す
。

日
光
角
化
症
と
、
放
置
し
て

も
心
配
の
な
い
ふ
つ
う
の
シ
ミ

に
は
い
く
つ
か
症
状
の
異
な
る

点
が
あ
り
ま
す
。
ふ
つ
う
の
シ

ミ
は
黒
〜
茶
色
の
均
一
な
色
調

で
周
り
の
皮
膚
と
の
境
界
は
明

瞭
、
表
面
も
つ
る
っ
と
し
て
い

ま
す
。
日
光
角
化
症
は
紅
味
を

帯
び
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
形

は
不
規
則
で
周
り
の
皮
膚
と
の

境
界
が
分
か
り
に
く
い
こ
と
が

し
ば
し
ば
で
す
。
ま
た
表
面
が

ざ
ら
ざ
ら
し
て
い
て
黄
色
っ
ぽ

い
か
さ
ぶ
た
が
つ
い
て
い
た
り

皮
が
む
け
て
い
た
り
し
ま
す
。

触
っ
て
み
る
と
周
り
の
皮
膚
よ

り
も
硬
い
感
じ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
シ
ミ
が
あ
る
と
き

は
皮
膚
科
で
診
察
を
う
け
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

確
実
な
診
断
の
た
め
に
ダ
ー

モ
ス
コ
ー
プ
と
い
う
拡
大
鏡
で

シ
ミ
の
表
面
を
詳
し
く
観
察
し

た
り
、
病
変
の
一
部
を
切
除
し

て
組
織
検
査
を
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
治
療
は
、
早
期
の
病

変
で
あ
れ
ば
塗
り
薬
を
１
〜
２

カ
月
つ
け
て
な
お
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

自
覚
症
状
は
な
い
こ
と
が
多

い
の
で
顔
を
よ
く
見
な
い
と
見

過
ご
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
高
齢
の
方
の
場
合
、
お

か
し
な
シ
ミ
が
な
い
か
ご
家
族

が
皮
膚
を
見
て
あ
げ
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

市立病院　皮膚科

堀米玲子 医師

悪
い
シ
ミ
の
話
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笑顔の料理人

今
が
ん
ば
っ
て
い
る
こ
と

鼎地区まちづくり委員会

先月の小木曽雄貴さん（伊賀良）からのリレー

し
お
ば
ら

と
も
こ

塩
原
智
子
さ
ん
（
上
郷
）

皆
さ
ん
は
Ｎ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
言
葉

を
お
聞
き
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
こ

れ
は
カ
ナ
ダ
か
ら
や
っ
て
き
た
、親
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
Ｎ
Ｐ
と
は
〝
ノ
ー
バ
デ
ィ
ズ
パ
ー
フ

ェ
ク
ト
〞「
完
璧
な
親
な
ん
て
い
な
い
」と
い
う

意
味
で
す
。

子
育
て
に
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る

若
い
お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
が
自
信
を
持
っ
て

子
育
て
に
向
か
え
る
よ
う
に
お
手
伝
い
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

私
は
飯
田
下
伊
那
地
区
の
若
い
親
御
さ

ん
の
力
に
な
れ
れ
ば
と
、フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

の
資
格
を
取
得
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
中

で
す
。
誰
に
も
相
談
で
き
な
い
で
困
っ
て
い
る

方
、
仲
間
が
ほ
し
い
方
の
架
け
橋
と
な
る
こ

の
仕
事
に
、
誇
り
と
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

ま
す
。

あおしま けいと

青島啓斗 さん
（松尾小６年）

ぼくの将来の夢は、料理人です。ぼくの

おばあちゃんは料理人でした。

おばあちゃんの作った料理をおいしそう

に食べるお客さんの笑顔、それを見るおば

あちゃんのうれしそうな笑顔。小さいころ

にそんな場面をみて、ぼくはみんなにぼく

の作った料理をおいしく食べてもらって、

お店の仕事をとっても楽しくしていきたいなあと思っています。

そんな楽しい日々を続けたいと思います。

ぜひ、いろいろな人に来てもらい、みんなに料理を食べても

らえたらうれしいなと思い、料理人になりたいと考えています。

羽場大瀬木線開通後
を見据えた地域づくり

鼎地区の人口　（平成２４年１０月現在）

男　６,４３１人／女　７,１８６人／合計　１３,６１７人
世帯数　５,０７１戸　　高齢化率 ２６.９％

一級河川松川に架かる羽場大瀬木線の仮

称新松川大橋の工事が、来春の完成に向けて

急ピッチに進んでいます。全長３３１ｍ、歩道を含

む総幅員２２.８ｍ、この大橋は羽場大瀬木線の

象徴です。

この橋を含む羽場大瀬木線の現工事区間

は平成１４年に工事を開始し、羽場地区の南端

から松川を渡り、切石で平面交差して北方まで

１,１７３ｍです。中央自動車道飯田ＩＣと松川ＩＣを

直結する機能を持つとともに、飯田都市環状道

路の骨格を形成する極めて重要な道路です。

この道路の一部、羽場から切石妙琴線交差

点までは来秋供用開始となり、１日でも早い全

線開通が待たれ、地域の発展に大きな役割を

果たすものと期待されます。

鼎では、永年の悲願である地区内を東西に

走る屋台骨である県道青木東鼎線の拡幅も

進んでおり、切石の国道２５６号線から飯田下山

線までの完成も間近となりました。飯田下山線

より先、東鼎方面についても、まちづくり委員会

では開通に向け鋭意努力中です。

　道路網の整備は地域発展の基本的要素

ですが、一方では通行車両増加への対応、用

途地域の見直し、景観対策等の新たな課題も

発生して来ます。このため、直面する問題をク

リアしながら、“地域の調和ある発展”に向けて

多面的に取り組んでいます。

手前から国道２５６線、羽場大瀬木線、中央道の各架橋
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飯
田
運
動
公
園
県
営
施
設

利
用
申
込
の
受
付
開
始

　飯
田
運
動
公
園
の
県
営
野
球

場
、
多
目
的
広
場
、
弓
道
場
に

つ
い
て
、
４
月
か
ら
平
成
２６
年

３
月
ま
で
の
利
用
申
込
の
受
け

付
け
を
始
め
ま
す
。

▼
日
時

　２
月
３
日
㈰

　午
前
９
時
３０
分
～
１１
時

美
博
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

会
場
使
用
抽
選
会

　美
術
博
物
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
文
化

　中
央
・
鼎
・
上
郷
の
各
図
書

館
は
、
蔵
書
点
検
の
た
め
次
の

と
お
り
臨
時
休
館
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
臨
時
休
館
日

○
中
央
図
書
館

　２
月
１２
日
㈫
～
２
月
１５
日
㈮

○
鼎
図
書
館

　２
月
１９
日
㈫

○
上
郷
図
書
館

　２
月
２０
日
㈬
・
２１
日
㈭

※
２
月
２２
日
㈮
は
、
毎
月
の
定

　期
休
館
日
（
館
内
整
理
日
）

の
た
め
、
３
館
と
も
休
館
で

す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　中
央
図
書
館

　
　

０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６

蔵
書
点
検
の
た
め
の

図
書
館
臨
時
休
館

老
朽
化
し
危
険
な

空
き
家
の
調
査

　市
内
に
お
い
て
老
朽
化
し
危

険
な
空
き
家
と
な
っ
て
い
る
建

物
に
つ
い
て
、
管
理
状
況
、
腐

朽
・
老
朽
化
の
程
度
、
危
険
性

の
程
度
な
ど
に
よ
り
ラ
ン
ク
付

け
を
行
い
、
対
策
の
検
討
を
行

っ
て
い
く
た
め
、
市
が
委
託
し

た
建
築
士
会
に
よ
り
現
地
の
詳

細
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
対
象

　老
朽
化
し
危
険
な
状
態
と
な

っ
て
い
る
市
内
全
域
の
空
き

家
▼
対
象
物
件
の
現
地
調
査
期
間

　１
月
１５
日
㈫
～

　２
月
末
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ

　地
域
計
画
課

　建
築
指
導
係

　内
線
２
７
５
１

　市
立
病
院
第
３
次
整
備
事
業

に
伴
う
正
面
玄
関
の
改
修
工
事

を
行
い
ま
す
。

　工
事
期
間
中
は
正
面
玄
関
が

使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
正
面

左
側
の
時
間
外
入
口
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　ご
不
便
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
工
事
期
間

　１
月
１９
日
㈯
～
３
月
末

▼
面
会
に
つ
い
て
の
お
願
い

　患
者
さ
ん
の
安
静
確
保
と
感

染
予
防
の
た
め
、
不
要
不
急

の
面
会
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　市
立
病
院

　施
設
課

０
２
６
５（
２
１
）１
２
５
５

市
立
病
院
正
面
玄
関

工
事
の
お
知
ら
せ

芸
術
活
動
の
発
表
の
場
で
す
。

　平
成
２５
年
度
に
使
用
し
た
い

方
は
、
抽
選
会
を
行
い
ま
す
の

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

　次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

○
飯
田
・
下
伊
那
に
住
所
が
あ

る
個
人
ま
た
は
団
体

○
自
然
・
人
文
・
美
術
お
よ
び

文
化
芸
術
に
関
す
る
創
造
活

動
の
発
表
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
こ
と

▼
日
時

　２
月
３
日
㈰

　午
前
１０
時
～

　

▼
場
所

　上
郷
考
古
博
物
館
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ

　美
術
博
物
館

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

県内で一番

多く読まれ
て

います。

購読のお申し込みは 最寄りの信毎販売店へ又は
フリーダイヤル はやい よ み よ い

飯田市の皆さまとともに、これからも ■信毎web http://www.shinmai.co.jp/

おかげさまで

フリーダイヤル はやい よ み よ い

信濃毎日新聞は
 創刊140周年今
年

▼
場
所

　東
野
公
民
館
大
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ

　生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

　内
線
５
５
７
４

　
　飯
田
市
体
育
協
会
事
務
局

　内
線
５
８
６
１
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１月１５日号は休刊です

　平
成
２４
年
中
に
給
料
・
賃
金

な
ど
を
支
払
わ
れ
た
方
（
会
社

平
成
２５
年
度

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ

収
集
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　飯
田
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、

「
ユ
ネ
ス
コ
世
界
寺
子
屋
運
動
」

の
一
環
と
し
て
、
書
き
そ
ん
じ

ハ
ガ
キ
を
集
め
、
発
展
途
上
国

の
教
育
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い

人
々
へ
の
教
育
支
援
に
役
立
て

て
い
ま
す
。

　１
枚
の
ハ
ガ
キ
が
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
で
は
ノ
ー
ト
２
冊
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
消
し
ゴ
ム
２

個
、
ネ
パ
ー
ル
で
は
鉛
筆
７
本

に
な
り
ま
す
。
１
枚
で
も
結
構

で
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
世
界
に
は
、
貧
困
な
ど
様
々

な
事
情
か
ら
学
校
に
通
え
な

い
子
ど
も
が
約
６
７
０
０
万

人
、
そ
し
て
学
校
に
行
け
な

い
ま
ま
大
人
に
な
り
、
文
字

の
読
み
書
き
が
で
き
な
い
人

が
約
７
億
９
６
０
０
万
人
い

ま
す
。

※
ユ
ネ
ス
コ
世
界
寺
子
屋
運
動

は
、
こ
の
よ
う
な
人
々
に

「
寺
子
屋
＝
学
び
の
場
」
を

提
供
し
、
教
育
を
支
援
す
る

運
動
で
す
。

▼
期
間

　３
月
１２
日
㈫
ま
で

▼
受
付
方
法

　生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課
、

市
役
所
受
付
、
り
ん
ご
庁
舎

市
民
証
明
コ
ー
ナ
ー
、
各
自

治
振
興
セ
ン
タ
ー
、
公
民

館
、
図
書
館
へ
お
届
け
く
だ

さ
い
。
市
内
の
各
小
・
中
学

校
で
も
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

　地
育
力
向
上
係

　内
線
３
５
７
３

飯
田
市
キ
ャ
リ
ア
教
育

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

　キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
将
来
の

夢
や
希
望
に
向
け
て
「
学
ぶ
目

的
」
や
「
働
く
意
味
」
を
考
え
、

「
自
分
の
生
き
方
」
を
探
す
た

め
の
教
育
で
す
。

　市
内
の
小
中
学
校
で
展
開
さ

れ
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実

践
と
、
そ
の
成
果
を
発
表
し
ま

す
。

▼
日
時

　１
月
２６
日
㈯

　午
後
１
時
１０
分
～
４
時
３０
分

▼
場
所

　飯
田
人
形
劇
場

▼
活
動
発
表

○
結
い
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の

　活
動
発
表

○
追
手
町
小
学
校
６
年
生
・
あ

　さ
か
ぜ
学
級
の
発
表

○
飯
田
工
業
高
等
学
校
機
械
科

　３
年
生
の
発
表

○
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
作
文
コ
ン

　ク
ー
ル
」
最
優
秀
作
品
の
発

　表
▼
講
演
会

○
演
題

　「
幸
せ
な
人
生
を
歩
む
た
め

に
と
て
も
大
切
な
こ
と
」

○
講
師

　比
田
井
和
孝
さ
ん

　（
上
田
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門

　学
校
副
校
長
）

▼
定
員

　２
０
０
人

▼
参
加
費

　無
料

▼
申
込
方
法

　事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

　メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ

　さ
い
。

※
地
育
力
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

　地
育
力
向
上
係

　内
線
３
５
７
９

０
２
６
５（
２
２
）７
９
６
９

shougai@
city.iida.nagano.jp

h
ttp

://ch
iik

u
ry

o
k
u
.n

et

な
ど
）
は
、
従
業
員
（
受
給

者
）
が
平
成
２５
年
１
月
１
日
現

在
、
実
際
に
居
住
し
て
い
る
市

区
町
村
に
「
給
与
支
払
報
告

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
電
子
申
告
シ

ス
テ
ム
）
に
よ
る
提
出
も
可

能
で
す
。
詳
し
く
は
、

　地

方
税
電
子
化
協
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

h
ttp
://w
w
w
.elta

x
.jp
/

▼
提
出
対
象
者

平
成
２４
年
中
に
給
料
・
賃
金

な
ど
の
支
払
い
を
し
た
す
べ

て
の
従
業
員

※
青
色
事
業
専
従
、
中
途
退
職

者
、
短
期
雇
用
者
（
パ
ー
ト

・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
）
も
含

み
ま
す
。

▼
提
出
期
限

　１
月
３１
日
㈭

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

税
務
課

　市
民
税
係

内
線
５
１
６
６
・
５
１
６
７

保
育
所
・
鼎
幼
稚
園
の

書
類
調
査
と
児
童
面
接

　４
月
１
日
か
ら
市
内
の
各
保

育
所
お
よ
び
鼎
幼
稚
園
に
、
新

た
に
入
所
希
望
の
方
で
、
保
育

所
入
所
申
込
書
を
提
出
さ
れ
た

方
は
、
希
望
す
る
保
育
所
が
指

定
す
る
日
時
に
書
類
調
査
と
児

童
面
接
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　児
童
面
接
が
あ
る
場
合
に

は
、
必
ず
子
ど
も
さ
ん
と
一
緒

に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
同
じ
保
育
所
な
ど
に

引
き
続
き
入
所
す
る
場
合
に
は

調
査
や
面
接
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　ま
た
、
日
程
の
都
合
が
つ
か

な
い
方
は
、
希
望
す
る
保
育
所

な
ど
に
連
絡
し
、
１
月
２５
日
㈮

ま
で
に
り
ん
ご
庁
舎
内
子
育
て

支
援
課
で
書
類
調
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

▼
期
間

　１
月
１５
日
㈫
～
２２
日
㈫
の
う 

　ち
各
保
育
所
の
指
定
日
（
詳

細
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
子
育
て
支

援
課
、
各
保
育
所
ま
た
は
幼

稚
園
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。）

▼
場
所

　入
所
を
希
望
す
る
市
内
各
保

　育
所
・
鼎
幼
稚
園

▼
持
ち
物

　印
鑑

▼
問
い
合
わ
せ

　子
育
て
支
援
課

　保
育
係

　内
線
５
３
４
４
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○旧小笠原家書院・小笠原資料館設置条例（案）について
生涯学習・スポーツ課　文化財保護係　内線３５７５
　 ０２６５（２２）７９６９　　　 shougai@city.iida.nagano.jp　

○体育施設条例（案）について
生涯学習・スポーツ課　スポーツ施設係　内線５５７１
　 ０２６５（５３）４５４６　　　 sports@city.iida.nagano.jp

旧小笠原家書院・小笠原資料館設置条例（案）、
体育施設条例改正（案）にご意見をお寄せください

１月４日㈮～２月４日㈪

○生涯学習・スポーツ課（教育委員会棟）
○りんご庁舎市民証明コーナー
○市役所２階　行政資料コーナー
○各自治振興センター　（橋北、橋南、羽場、丸山、東野地区を除く）
○飯田市公民館、
　橋北・橋南・羽場・丸山・東野公民館

※市の公式ウェブサイトでも閲覧できます。
https://www.city.iida.lg.jp/iidasypher/

www/public_comment/index.jsp

閲 覧 場 所 意見の提出方法

閲 覧 時 間

意見の提出先・問い合わせ

意見の募集期間

パブリック
　　　コメント
Public Comment

旧小笠原家書院・小笠原資料館、体育施設の開
館、時間、休場日について、変更を予定しています。
つきましては、この計画案についてのご意見を次

のとおり募集します。

午前８時３０分～午後５時１５分　
（土・日曜日、祝日を除く）

※りんご庁舎市民証明コーナーは、祝日の場合を除き
　　平日午前８時３０分～午後７時、土曜午前１０時３０分～午後７時

意見書に住所、氏名（法人、その他の団
体にあっては主たる事務所の所在地、名

称、代表者氏名）を明記の上、閲覧場所へ持参していただくか、
郵送またはＦＡＸ、Ｅメールにより下記まで送付してください。

至
 国

道
153

号

至
 国

道
153

号

至
 飯

田
市

役
所

至
 飯

田
市

役
所

至
 吾

妻
町

ロ
ー

タ
リ

ー

至
 吾

妻
町

ロ
ー

タ
リ

ー至 

飯
田
文
化
会
館

至 

飯
田
文
化
会
館

中央島中央島
交通島交通島

エプロンエプロン

環道環道

一時停止一時停止

※右図は完成イメージであり、
　運用開始時の状況とは異なります。

飯田市では、平成21年度より東和町の交差点改良工事を実施しています。この交差点改良工事は、現在の信

号交差点をラウンドアバウト化するもので、（公財）国際交通安全学会と協働で行ってきた社会実験による技術的

な知見を踏まえ、関係機関や地域の皆様と協議を行いながら進めています。

交差点の完成は平成25年3月を予定していますが、工事期間中の2月上旬から既存の信号機を撤去し、信号

機によらないラウンドアバウトによる交差点運用を行います。

ラウンドアバウトによる運用が開始されると、交差点に設置された標識に沿った交通ルールが適用されます。皆

様のご理解とご協力をお願いいたします。

なお、ラウンドアバウト運用を行いながら、引き続き工事を実施しますので、注意してご通行ください。また、工事

期間中は大型車の通行が制限されておりますのでご注意ください。

飯田市では、平成21年度より東和町の交差点改良工事を実施しています。この交差点改良工事は、現在の信

「東和町交差点」がラウンドアバウト運用になります「東和町交差点」がラウンドアバウト運用になります

＜問い合わせ＞
　建設部　地域計画課
　調査計画係（内線2741）

▼自動車の場合

・環道への入口で一時停
　止となり左折（時計回
　り）して、行きたい枝
　道へ進行します。
・優先権は環道内を走っ
　ている車にあります。
・行きたい枝道へ出そび
　れた場合はもう一周し
　てください。

▼歩行者の場合

・環道入口に設置する横
　断歩道を歩行してくだ
　さい。

■東和町交差点の位置

通行方法
■ラウンドアバウト運用の開始日
　平成25年2月上旬（予定）

※詳細は後日お知らせします

●飯田文化会館●飯田文化会館

●飯田東
　中学校
●飯田東
　中学校

●飯田病院●飯田病院

●飯田
　市役所
●飯田
　市役所

●飯田
　郵便局
●飯田
　郵便局

桜町駅桜町駅

飯田駅飯田駅

JR
飯

田
線

JR
飯

田
線

151

256

桜
並
木

桜
並
木

り
ん

ご
並

木

中
央
公
園

中
央
公
園

り
ん

ご
並

木

至
 国

道    153
号

東和町交差点
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１月１５日号は休刊です

平成２５年度 固定資産税の償却資産の申告について

事業を営んでいる方は、毎年1月1日現在

における飯田市内の償却資産所有状況を申

告していただくことになっています。平成２５年

度償却資産申告書を発送させていただきま

したので、お手元に届きましたら、申告書に同

封の『償却資産申告の手引き』を参考に期限

内の申告をお願いいたします。

▼申告書について

　　事業開設届や調査により償却資産申告書

を発送していますが、事業を営んでいる方で

償却資産申告書がお手元に届かない方はお

手数ですがご連絡ください。申告書を発送さ

せていただきます。

▼提出先　　税務課、各自治振興センター（橋北、橋南、羽場、丸山、東野を除く）
　※資産の異動（増加・減少・修正）がない場合も申告をお願いいたします。

償却資産とは工場や商店、農業などの事業を

会社や個人で営んでいる方が所有し、その事業

のために用いることができる構築物、機械、車両

および運搬具、器具、備品などの事業用資産を

いいます。

（固定資産税の対象となる家屋、自動車税、軽自動車  
税の対象となるものは除きます）

広告塔、レジスター、ビニールハウス、農機具類、

門などの外構工事、駐車場の舗装路面など。

償却資産の一例

償却資産とは

問い合わせ先 税務課資産税家屋係　　　内線５１７８

▼申告期限　　１月３１日（木）

午前８時３０分～午後５時１５分　
（土・日曜日、祝日を除く）

※りんご庁舎市民証明コーナーは、日曜日、祝日を除き、平日午前

８時３０分～午後７時、土曜午前１０時３０分～午後７時

情報化基本計画２０１３（案）について
ご意見をお寄せください

１月４日㈮～２月４日㈪

○市役所秘書課情報システム係（旧オフトーク通信センター２階）
○市役所２階　行政資料コーナー
○各自治振興センター　（橋北、橋南、羽場、丸山、東野地区を除く）
○りんご庁舎市民証明コーナー
○飯田市公民館、
　橋北・橋南・羽場・丸山・東野公民館

※市の公式ウェブサイトでも閲覧できます。
https://www.city.iida.lg.jp/iidasypher/

www/public_comment/index.jsp

閲 覧 場 所

意見の提出方法

閲 覧 時 間

意見の提出先・問い合わせ

意見の募集期間

情報化の推進に関するこれまでの計画を見直し
て、「飯田市情報化基本計画２０１３」を策定します。
この計画案に対するご意見を次のとおり募集し
ます。

〒３９５-８５０１　飯田市大久保町２５３４番地
企画部　　秘書課　　情報システム係
内線２２２８
　　 ０２６５-２１-１９３５　　　　　 jouhou@city.iida.nagano.jp

意見書に住所、氏名（法人、その他の団体にあっては主たる
事務所の所在地、名称、代表者氏名）を明記の上、閲覧場
所へ持参していただくか、郵送またはＦＡＸ、Ｅメールにより
下記まで送付してください。

パブリック
　　　コメント
Public Comment
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人事行政の運営状況をお知らせします 人事行政の運営状況をお知らせします 
市職員の給与や定員管理の状況などを市民の皆さんによりいっそう理解していただくため、地方公務員法・市の条
例の規定に基づき、毎年その状況を公表しています。なお公表内容は、特段の説明がない限り一般職の正規職員の
状況となっています。

採用・退職、職員数の状況

(１) 採用・退職の状況

(２) 職員数の状況

※一般行政職：事務職、技師（土木、建築等） ／ 専門職：保健師、栄養士、保育士、介護員、教諭、診療情報管理士、社会福祉士、看護助手、臨床心理士、管理栄養士等 ／ 技能労務職：調理員等

職員給与の状況

(１) 人件費の状況（各年度普通会計決算)

(２) 職員手当の状況（２４年４月１日現在の制度)

(６) 職員（職責別）の年間平均給与額（２３年度）

(５) 特別職の退職手当

(３) 特別職の報酬等の状況（２４年４月１日現在）

※諸手当は、扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当などであり、退職手当は含みません。職員数は各年４月１日現在。

※職員数は、一般職（教育長除く）の職員数です。

２４年４月１日現在の普通会計職員数は、前年比△４人(０.５％)減となっ

ています。その他会計職員数は、前年比３７人(５.１％）増となっており、主に

病院機能充実のため医療職職員の採用を増やしたことによるものです。

(３) 職員数の県内他市との比較

(４) 定員適正化計画の進捗状況

２４年４月１日現在の市民１万人あたりの普通会計職員数は７０.１人であり、県内１９

市との比較では少ないほうから７番目となっています。１９市の平均は７１.６人であり、当

市の人口規模である約１０万人に換算して比較すると、飯田市の職員数の水準は平

均を１４人下回っています。

南信州定住自立圏の中心市としての役割、リニア中央新幹線整備計画の進展等に

よる新たな行政需要の増加も見込まれる中で行政に求められる役割、責務を常に最小

の経費で最大の効果を上げる形で果たしていかなければなりません。

そこで、これまでの実績を踏まえた上で、より効率的で効果的な執行体制の確立を図

ることを目的に第６次定員適正化計画を策定しました。

○計画の概要（計画期間：２３年４月１日～２９年４月１日）

２３年４月１日現在の総職員数８２０人（市立病院及び介護老人保健施設を除く。）を２９年４月１日時点で８００人以下（△２.４%）とするものです。

○進捗状況　　

２４年４月１日現在の実職員数は８１４人であり、計画の起点となる２３年４月の８２０人に比べて△６人（△０.７％）の削減をしました。

○第５次定員適正化計画（１７年１０月１日～２２年４月１日）の達成状況

１７年１０月１日現在の総職員数１,００１人（病院の医療職を除く。）を、合併前職員数（９２７人）に戻すという目標に対して、組織・業務の統廃合や民

間委託、施設の指定管理制度への移行、臨時職員等の活用等の職員数抑制策を実施してきた結果、計画期間最終となる平成２２年４月１日の

職員数は９２４人（７７人の削減（△７.７％））となりました。

① 月額支給手当

○市では１５年度、１９年度に特殊勤務手当の精査を行い８手当を廃止しています（２４年４月１日現在１６手当）。

○支給率は、国と同じになっています。勤勉手当の支給率は職員の総支給額の上限であり、市では人事評価に基づいた支給率の増減を行っています（現在は管理職のみ）。

○退職手当の支給率は、国家公務員の退職手当法に準拠して決定しています。
○支給率は、国、県と同じです。

○１４年度から特別職の報酬月額の削減を実施しています。現在の削減率は、理事者（市長･副市長・教育長）が５％です。
○議員（議長、副議長、議員）は、期末手当から報酬月額の３％を減じています。

(４) 職員の初任給の状況（２３年４月１日現在）

○期末勤勉手当の支給率は、国や民間事業所の支給実態調査に基づき人事院勧
告がなされ、これに全国の市町村が準拠して決定しています。また、より当地域の
実態に近いものになるよう長野県の実施する民間調査も考慮されています。

③ 期末・勤勉手当（２４年４月１日現在）

（参考） ２３年４月現在の基本給平均額の県内１９市との比較では、飯田市は部長級で１２番目（１９市中）、課長級で８番目（同）、課長補佐級で１０番目（１８市中）、
　　　　　　 係長級で７番目（１９市中）、役職なし主事で４番目（１９市中）となっています。

退職（２３.４.１～２４.３.３１）

採用（２３.４.２～２４.４.１）

一般行政職 専門職 医　　師 看護職 医療技術職 技能労務職 一般任期付職員 合　　計

２７ ５ １９ １０ ４ ０ ０ ６５

２１ ８ ２０ ３４ １０ ０ １ ９４

普通会計

その他

H１７.１０.１ H２３.４.１ H２４.４.１ 対前年増減数

（人）　　７５８ ７３６ ７３２ △ ４

６８０ ７３０ ７６７ ３７

給料（基本給） 諸手当 期末・勤勉手当 計 

２,６９９,０２８千円 ４３５,５０８千円 ９４８,１７９千円 ４,０８２,７１５千円 ３２８,４００千円

２,６７４,５９６千円 ４８５,５６１千円 ９４８,６３０千円 ４,１０８,７８７千円 ３２９,８９０千円

職 員 給 与 費 （参考）
一般行政職の平均給料月額

２３年度

２２年度

７３６人

７４５人

職員数

項　目 説　　　　　　　　明 国との制度の異同

扶養手当 扶養親族のある職員に支給されます。 同じ

住居手当
借家または借間に居住し、一定額を超える家賃を支払っている職員
に支給されます。

同じ

通勤手当
通勤のために公共交通機関または交通用具等を利用して通勤する
職員に支給されます。

同じ

② 特殊勤務手当（２４年４月の支給実績 地方公務員給与実態調査より）

④ 退職手当

給料の調整額（病院勤務職員に支給）、
単身赴任、時間外勤務、休日勤務、夜間勤務、
宿日直、管理職員特別勤務、管理職、災害派遣

⑤ その他の諸手当等

特殊勤務手当は、危険性、不健康性または困難性を伴う勤務に従事した職員に支給される手当です。

○職員は２３年度末の普通会計職員であり、２３年度中に退職・休職・育児休業した職員、年度中途採用の職員を除いています。
　また、年収額は控除前の額であり、実際には諸税や健康保険・年金の自己負担分などが控除されます。

支 

給 

率

支 

給 

率

部 長 １１人 ５６歳 ６月 ３５歳　１１月
課 長 ４６人 ５４歳 ９月 ３３歳 ４月
課長補佐 １１８人 ５１歳１１月 ３０歳 ７月
係 長 ３５８人 ４９歳 ５月 ２８歳 ４月
役 職 なし ４８７人 ３８歳 ５月 １７歳 ２月

職
　
責 職員数 平均年齢

平 均
勤続年数

平均給料額
（基本給 年間）

平均手当額
（年間）

年 収
（控除前）

５,２６３,６６５円 ２,９９１,２１５円 ８,２５４,８８０円
４,９９１,９４３円 ２,７０７,３２０円 ７,６９９,２６３円
４,７５３,８３３円 １,９５１,８６４円 ６,７０５,６９７円
４,４９０,８００円 １,７４４,７１０円 ６,２３５,５１０円
３,５２８,０７７円 １,３８０,４７２円 ４,９０８,５４９円

区　　分 退職手当の算出方法
市長 給料月額 × 勤続月数（上限４８月）× ０.５０
副市長 給料月額 × 勤続月数（上限４８月）× ０.３５
教育長 給料月額 × 勤続月数（上限４８月）× ０.３０

区　　分 実支給額 期末手当

副市長（統括）
８７６,０００円

副市長（特命）
７２０,０００円

６月期　１.４０月分

教育長
　　６７４,０００円

１２月期　１.５５月分
市議会議長

　　６２４,０００円

　計　　２.９５月分
市議会副議長

４９９,０００円

市議会議員

市長

４３６,０００円

自己都合 勧　奨 定　年
２３.５　月分 ３０.５５月分 ３０.５５月分
３３.５　月分 ４１.３４月分 ４１.３４月分
４７.５　月分 ５９.２８月分 ５９.２８月分
５９.２８月分 ５９.２８月分 ５９.２８月分

勤続２０年
勤続２５年
勤続３５年
最高限度

６月期
１２月期
計

期末手当 勤勉手当
１.２２５月分０.６７５月分
１.３７５月分０.６７５月分
２.６０月分 １.３５月分

事務上級試験採用
(大学卒程度)

１７８,８００円

Ⅰ種
１８５,８００円

Ⅱ種
１７２,２００円

事務初級試験採用
(高校卒程度)

１４４,５００円
Ⅲ種
１４０,１００円

区　　分 飯 田 市 国 

一 般 行 政 職 ２３/６５７人 ０.２万円 税の賦課や徴収、用地交渉、給水停止処分などを行った職員に１日につき定額を支給
医 師 ２７/８１ １１.８ 医療業務に従事する医師に勤務した実績に応じて支給
看護職・保健師 ２６４/４０９ 　  ２.９ 病院で深夜（２２時～翌日５時）勤務を行った職員に１回につき定額を支給
医 療 技 術 職 ２８/１２５ １.１ 病院で救急患者のために待機を行った職員に１日につき定額を支給
介 護 員 ２０/３８ ２.５ 病院で深夜（２２時～翌日５時）勤務を行った職員に１回につき定額を支給
調 理 員 １８/５２ ０.５ 早出勤務を行った調理員に時間外勤務手当に替えて１回につき定額を支給

職
　
種 支給職員/職員数

支給職員１人
あたり平均月額

主　な　支　給　内　容

４０７,０００円

１００

１１０

９０

８０

７０

６０

０
県下各市

市民１万人あたり職員数

１６ページから１７ページへ続く

７０.１人
（１３番目）

２４年４月１日現在
県内１９市平均７１.６人

人事課　人事係　内線３１３２

問い合わせ

飯
田
市

単位：人
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１月１５日号は休刊です

人事行政の運営状況をお知らせします 人事行政の運営状況をお知らせします 
市職員の給与や定員管理の状況などを市民の皆さんによりいっそう理解していただくため、地方公務員法・市の条
例の規定に基づき、毎年その状況を公表しています。なお公表内容は、特段の説明がない限り一般職の正規職員の
状況となっています。

採用・退職、職員数の状況

(１) 採用・退職の状況

(２) 職員数の状況

※一般行政職：事務職、技師（土木、建築等） ／ 専門職：保健師、栄養士、保育士、介護員、教諭、診療情報管理士、社会福祉士、看護助手、臨床心理士、管理栄養士等 ／ 技能労務職：調理員等

職員給与の状況

(１) 人件費の状況（各年度普通会計決算)

(２) 職員手当の状況（２４年４月１日現在の制度)

(６) 職員（職責別）の年間平均給与額（２３年度）

(５) 特別職の退職手当

(３) 特別職の報酬等の状況（２４年４月１日現在）

※諸手当は、扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当などであり、退職手当は含みません。職員数は各年４月１日現在。

※職員数は、一般職（教育長除く）の職員数です。

２４年４月１日現在の普通会計職員数は、前年比△４人(０.５％)減となっ

ています。その他会計職員数は、前年比３７人(５.１％）増となっており、主に

病院機能充実のため医療職職員の採用を増やしたことによるものです。

(３) 職員数の県内他市との比較

(４) 定員適正化計画の進捗状況

２４年４月１日現在の市民１万人あたりの普通会計職員数は７０.１人であり、県内１９

市との比較では少ないほうから７番目となっています。１９市の平均は７１.６人であり、当

市の人口規模である約１０万人に換算して比較すると、飯田市の職員数の水準は平

均を１４人下回っています。

南信州定住自立圏の中心市としての役割、リニア中央新幹線整備計画の進展等に

よる新たな行政需要の増加も見込まれる中で行政に求められる役割、責務を常に最小

の経費で最大の効果を上げる形で果たしていかなければなりません。

そこで、これまでの実績を踏まえた上で、より効率的で効果的な執行体制の確立を図

ることを目的に第６次定員適正化計画を策定しました。

○計画の概要（計画期間：２３年４月１日～２９年４月１日）

２３年４月１日現在の総職員数８２０人（市立病院及び介護老人保健施設を除く。）を２９年４月１日時点で８００人以下（△２.４%）とするものです。

○進捗状況　　

２４年４月１日現在の実職員数は８１４人であり、計画の起点となる２３年４月の８２０人に比べて△６人（△０.７％）の削減をしました。

○第５次定員適正化計画（１７年１０月１日～２２年４月１日）の達成状況

１７年１０月１日現在の総職員数１,００１人（病院の医療職を除く。）を、合併前職員数（９２７人）に戻すという目標に対して、組織・業務の統廃合や民

間委託、施設の指定管理制度への移行、臨時職員等の活用等の職員数抑制策を実施してきた結果、計画期間最終となる平成２２年４月１日の

職員数は９２４人（７７人の削減（△７.７％））となりました。

① 月額支給手当

○市では１５年度、１９年度に特殊勤務手当の精査を行い８手当を廃止しています（２４年４月１日現在１６手当）。

○支給率は、国と同じになっています。勤勉手当の支給率は職員の総支給額の上限であり、市では人事評価に基づいた支給率の増減を行っています（現在は管理職のみ）。

○退職手当の支給率は、国家公務員の退職手当法に準拠して決定しています。
○支給率は、国、県と同じです。

○１４年度から特別職の報酬月額の削減を実施しています。現在の削減率は、理事者（市長･副市長・教育長）が５％です。
○議員（議長、副議長、議員）は、期末手当から報酬月額の３％を減じています。

(４) 職員の初任給の状況（２３年４月１日現在）

○期末勤勉手当の支給率は、国や民間事業所の支給実態調査に基づき人事院勧
告がなされ、これに全国の市町村が準拠して決定しています。また、より当地域の
実態に近いものになるよう長野県の実施する民間調査も考慮されています。

③ 期末・勤勉手当（２４年４月１日現在）

（参考） ２３年４月現在の基本給平均額の県内１９市との比較では、飯田市は部長級で１２番目（１９市中）、課長級で８番目（同）、課長補佐級で１０番目（１８市中）、
　　　　　　 係長級で７番目（１９市中）、役職なし主事で４番目（１９市中）となっています。

退職（２３.４.１～２４.３.３１）

採用（２３.４.２～２４.４.１）

一般行政職 専門職 医　　師 看護職 医療技術職 技能労務職 一般任期付職員 合　　計

２７ ５ １９ １０ ４ ０ ０ ６５

２１ ８ ２０ ３４ １０ ０ １ ９４

普通会計

その他

H１７.１０.１ H２３.４.１ H２４.４.１ 対前年増減数

（人）　　７５８ ７３６ ７３２ △ ４

６８０ ７３０ ７６７ ３７

給料（基本給） 諸手当 期末・勤勉手当 計 

２,６９９,０２８千円 ４３５,５０８千円 ９４８,１７９千円 ４,０８２,７１５千円 ３２８,４００千円

２,６７４,５９６千円 ４８５,５６１千円 ９４８,６３０千円 ４,１０８,７８７千円 ３２９,８９０千円

職 員 給 与 費 （参考）
一般行政職の平均給料月額

２３年度

２２年度

７３６人

７４５人

職員数

項　目 説　　　　　　　　明 国との制度の異同

扶養手当 扶養親族のある職員に支給されます。 同じ

住居手当
借家または借間に居住し、一定額を超える家賃を支払っている職員
に支給されます。

同じ

通勤手当
通勤のために公共交通機関または交通用具等を利用して通勤する
職員に支給されます。

同じ

② 特殊勤務手当（２４年４月の支給実績 地方公務員給与実態調査より）

④ 退職手当

給料の調整額（病院勤務職員に支給）、
単身赴任、時間外勤務、休日勤務、夜間勤務、
宿日直、管理職員特別勤務、管理職、災害派遣

⑤ その他の諸手当等

特殊勤務手当は、危険性、不健康性または困難性を伴う勤務に従事した職員に支給される手当です。

○職員は２３年度末の普通会計職員であり、２３年度中に退職・休職・育児休業した職員、年度中途採用の職員を除いています。
　また、年収額は控除前の額であり、実際には諸税や健康保険・年金の自己負担分などが控除されます。

支 

給 

率

支 

給 

率

部 長 １１人 ５６歳 ６月 ３５歳　１１月
課 長 ４６人 ５４歳 ９月 ３３歳 ４月
課長補佐 １１８人 ５１歳１１月 ３０歳 ７月
係 長 ３５８人 ４９歳 ５月 ２８歳 ４月
役 職 なし ４８７人 ３８歳 ５月 １７歳 ２月

職
　
責 職員数 平均年齢

平 均
勤続年数

平均給料額
（基本給 年間）

平均手当額
（年間）

年 収
（控除前）

５,２６３,６６５円 ２,９９１,２１５円 ８,２５４,８８０円
４,９９１,９４３円 ２,７０７,３２０円 ７,６９９,２６３円
４,７５３,８３３円 １,９５１,８６４円 ６,７０５,６９７円
４,４９０,８００円 １,７４４,７１０円 ６,２３５,５１０円
３,５２８,０７７円 １,３８０,４７２円 ４,９０８,５４９円

区　　分 退職手当の算出方法
市長 給料月額 × 勤続月数（上限４８月）× ０.５０
副市長 給料月額 × 勤続月数（上限４８月）× ０.３５
教育長 給料月額 × 勤続月数（上限４８月）× ０.３０

区　　分 実支給額 期末手当

副市長（統括）
８７６,０００円

副市長（特命）
７２０,０００円

６月期　１.４０月分

教育長
　　６７４,０００円

１２月期　１.５５月分
市議会議長

　　６２４,０００円

　計　　２.９５月分
市議会副議長

４９９,０００円

市議会議員

市長

４３６,０００円

自己都合 勧　奨 定　年
２３.５　月分 ３０.５５月分 ３０.５５月分
３３.５　月分 ４１.３４月分 ４１.３４月分
４７.５　月分 ５９.２８月分 ５９.２８月分
５９.２８月分 ５９.２８月分 ５９.２８月分

勤続２０年
勤続２５年
勤続３５年
最高限度

６月期
１２月期
計

期末手当 勤勉手当
１.２２５月分０.６７５月分
１.３７５月分０.６７５月分
２.６０月分 １.３５月分

事務上級試験採用
(大学卒程度)

１７８,８００円

Ⅰ種
１８５,８００円

Ⅱ種
１７２,２００円

事務初級試験採用
(高校卒程度)

１４４,５００円
Ⅲ種
１４０,１００円

区　　分 飯 田 市 国 

一 般 行 政 職 ２３/６５７人 ０.２万円 税の賦課や徴収、用地交渉、給水停止処分などを行った職員に１日につき定額を支給
医 師 ２７/８１ １１.８ 医療業務に従事する医師に勤務した実績に応じて支給
看護職・保健師 ２６４/４０９ 　  ２.９ 病院で深夜（２２時～翌日５時）勤務を行った職員に１回につき定額を支給
医 療 技 術 職 ２８/１２５ １.１ 病院で救急患者のために待機を行った職員に１日につき定額を支給
介 護 員 ２０/３８ ２.５ 病院で深夜（２２時～翌日５時）勤務を行った職員に１回につき定額を支給
調 理 員 １８/５２ ０.５ 早出勤務を行った調理員に時間外勤務手当に替えて１回につき定額を支給

職
　
種 支給職員/職員数

支給職員１人
あたり平均月額

主　な　支　給　内　容

４０７,０００円

１００

１１０

９０

８０

７０

６０

０
県下各市

市民１万人あたり職員数

１６ページから１７ページへ続く

７０.１人
（１３番目）

２４年４月１日現在
県内１９市平均７１.６人

人事課　人事係　内線３１３２

問い合わせ

飯
田
市

単位：人
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(７) 職員給与費の適正化の状況　（２３年度普通会計決算）

市では、行財政改革大綱に基づき、職員給与の適正化に努めています。８年度から取り組んでいる全職員の昇給期間
延伸、給料表の減額改正、５５歳超の管理職員の給料月額１.５%減額その他給与制度・諸手当の見直し、職員数の削減
により、８年のピーク時に比べ１６.３％（昨年１５.６％）削減しています。また、時間外勤務の徹底した管理により８年のピーク
時に比べ約１割削減し、手当額を昨年と同水準に縮減しています。

① 職員給与費の削減状況

地方公務員の給与は、法律により国や他の自治体職員との均衡を図る必要があるとされており、そのための目安とな
る指標がいくつかあります。２３年度普通会計決算に基づく県内各市との主な指標の比較は次のとおりです。

② 職員給与の県内各市（１９市）との比較

勤務時間その他の勤務条件の状況

(１) 勤務時間、休憩時間、休日など　（２３年４月１日現在　標準職場の例）

(１) 職員研修の状況　（２３年度）

(２) 休暇・休業の状況

※業務内容により上記の勤務時間によらない職場や交代制勤務職場などでは、別に勤務時間を定めています。

※療養休暇、産前産後休暇、介護休暇、育児休業の取得状況は、期間内に休暇等を開始した職員の延べ人数となっています。

※処分件数は職員の延べ人数となっています。

○市では、実際に支払われた決算額に基づく指標で県
内各市と職員給与を比較した場合、他市に比べて著
しく高い職員給与ではないものと考えておりますが、
市の財政状況などを踏まえまして、引き続き職員給
与の適正化に努力していきます。

○また、１８年４月に公務員の給与をよりその地域の民間
給与実態に合わせるための制度改正が行われ、飯田
市でも職員の給料表の水準を平均４.８％引き下げま
した。

１年間に支払われたすべての給与費を市の人口で
割ったものです。職員の給与が人口規模に見合ったもの
であるか判断できます。

市の職員には服務上の義務が地方公務員法によって
規定されています。主な義務は右のとおりです。
なお、職務専念義務と営利企業等への従事制限につ
いては、条例規則等で定める一定の条件のもと、免除ま
たは許可を行う場合があります。

市全体の支出に占める職員給与の割合です。市の財政規
模（予算の大きさ、つまり仕事量）に対して職員の給与が適正
であるか判断できます。

ラスパイレス指数は、国と市の一般行政職（税務部門や企
業職、病院などを除く）の職員の基本給（４月分）を比較して
います。１００以下であれば国を下回っていることになります。

分限処分・懲戒処分等の状況

服務の状況

研修および勤務成績の評定の状況

(１) 福利厚生制度の状況　（２３年度）

(２) 公務災害の状況

福祉および利益の保護の状況

公平委員会の報告事項

※参加者には一部、臨時非常勤職員を含みます。
配属先の業務に係る専門研修を除きます。

１
２
３
４
５
６

新規採用職員研修　（９回）
階層別研修　（１１研修）
派遣研修 （３研修）
選択研修　（１２研修）
一般研修　（２研修）
ＩＳＯ関連研修　（５研修）

２９８人
２５２人
７０人
５４４人
１,１７０人
４０３人

市の職員が公務上、死亡したり、負傷または疾病にかかったり、またはその結果で障害が残った
場合には、公務災害補償（民間の労働災害保険にあたるもの）が行われます。

(２) 勤務成績の評定の状況　（２３年４月１日現在の制度）

市では職員の人材育成を目的として人事評価制度を導入
しており、職員一人ひとりの資質の向上や組織として最大限の
成果を発揮できる仕組みづくりを進めています。
また、職員の能力や実績をより重視した処遇確立のため、給
与制度や昇任制度の見直しを行っています。

市の職員は労働基本権が制限されているため、その代償的措置として、公平委員会に対して勤務条件に対する措置要求や不利益処分

に対する不服申立てできる制度が用意されています。２３年度は、勤務条件に関する措置要求が１件ありました。審査の結果、措置要求とは

認められないため却下されました。

普通会計決算額　１３,０８５千円（前年度 １１,５３５千円）

延べ参加者

市
民
１
人
あ
た
り
の

職
員
給
与
費（
１９
市
）飯田市：ラスパイレス指数９７.８（７番目）   平均給料月額３２.５万円（９番目）

２３
年
４
月
分
の
平
均
給
料
月
額
に

基
づ
く
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と

２４
年
４
月
分
の
平
均
給
料
額
の
比
較（
１９
市
）

市
全
体
の
支
出
に
占
め
る

職
員
給
与
費
の
割
合（
１９
市
）

０.０

９３.０

９４.０

９５.０

９６.０

９７.０

９８.０

１００.０

９９.０

ラス指数

０.０

３１

３２

３３

３４

３５

３６
平均給料月額（万円）

平均給料月額 ラス指数

飯
田
市

飯
田
市

０.０

４.０

３.５

４.５

５.５

６.０

６.５

５.０

（万円）

 ３.９万円
（１４番目）

県下各市

飯
田
市

０

８

９

１０

１１

１２
 

   ９.３％
（１２番目）

飯
田
市

（％）

県下各市

飯
田
市

昇任に係る人事評価 年２回（６月、１１月） 該当職員

目標管理の成果確認
および勤務実績評価

年２回（９月、３月）

評定の種類 実施時期 被評定者
年１回　（９月）昇給に係る人事評価

全職員

服務上の義務
（地方公務員法）

職務専念義務、信用失墜行為の禁止、
守秘義務、政治的行為の制限、争議行為
等の禁止、営利企業等への従事制限

上記義務に対する
違反（２３年度） １９件

１週間の
勤務時間

週休日 ・ 休 日

３８時間４５分
週休日：土曜日・日曜日
休　日：祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）正午～午後１時午前８時３０分 午後５時１５分

始業時刻 終業時刻 休憩時間
１日の勤務時間の割り振り

年次休暇
（有給）

１年につき２０日付与　　※翌年に限り繰越可能（最大２０日） 平均取得日数６.４日（消化率１６.８%）

療養休暇
（有給）

負傷又は疾病のため、療養する必要がある場合に認められる休暇
療養に要する期間を付与（疾病等の種類により最大９０日/１８０日）

１週間を超える療養休暇取得者 延べ７８人

特別休暇
（有給）

結婚、産前産後、忌引など特別な事由がある場合に認められる休暇
休暇の種類により異なる期間を付与

代表的な産前産後休暇の取得者 延べ７２人

介護休暇
（無給）

日常生活に支障がある特定の家族を介護する場合に認められる休暇
連続する６月の期間内において必要と認められる期間を付与

０人

組合休暇
（無給）

職員団体の業務に従事する場合に認められる休暇
１年につき３０日以内で付与

０人

育児休業
（無給）

３歳に満たない子を養育する場合に承認される休業 延べ３３人

休暇等の種類 概　要 ・ 付与日数等 取得状況等（２３.１.１～２３.１２.３１）

公務災害補償の
請求件数（２３年度）

７件

職員の健康管理

職員共済会への
補助

普通会計決算額　９,６２１千円　（前年度 ９,４００千円）
市が地方公務員法の規定により事業主として行うべき厚生事業の一部を、条例に基づき設置している職員の
互助組織（飯田市では「職員共済会」といいます）に実施させており、それに要する費用の一部を職員共済会
に対し補助しています。
主な職員共済会事業：相互扶助事業、福利厚生事業、体育事業、健康管理事業

普通会計決算額　１５,９６３千円　（前年度 １５,６１０千円）

職員の健康管理事業は、地方公務員法や労働安全衛生法などの規定に基づき実施するものです。
上記の事業は、事業主の一部負担（市費）のほか、職員共済会、共済組合（公務員が加入する健康保険）、職
員の個人負担などにより実施しています。

１
２
３

人間ドック
定期健康診断
健康診断結果による保健指導

７６８人
１,５１０人
　　　２７人

受診者
４
５
６

婦人科検診
歯科検診
メンタルヘルス対策（研修）

２５８人
５５人
１８３人

受診者

※受診者には一部、臨時非常勤職員を含みます。

種　類 概　　　　　　　　　　要 処分件数等　（２３年度）

分限処分

懲戒処分・
　矯正措置

職員が重い病気など一定の事由によってその職務を十分に果たすことが
できない場合や廃職・過員などが生じた場合に、本人の意に反してその身
分に不利益な変動をもたらす処分です。

懲戒処分は職員の義務違反に対する道義的責任を問う制裁処分です。
この懲戒処分とは別に、訓告や厳重注意などの矯正措置があります。

分限処分１４件
（免職０、休職１４、降任０、降給０）

懲戒処分７件
（免職０、停職２、減給２、戒告５）
訓告等 ２１件
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(７) 職員給与費の適正化の状況　（２３年度普通会計決算）

市では、行財政改革大綱に基づき、職員給与の適正化に努めています。８年度から取り組んでいる全職員の昇給期間
延伸、給料表の減額改正、５５歳超の管理職員の給料月額１.５%減額その他給与制度・諸手当の見直し、職員数の削減
により、８年のピーク時に比べ１６.３％（昨年１５.６％）削減しています。また、時間外勤務の徹底した管理により８年のピーク
時に比べ約１割削減し、手当額を昨年と同水準に縮減しています。

① 職員給与費の削減状況

地方公務員の給与は、法律により国や他の自治体職員との均衡を図る必要があるとされており、そのための目安とな
る指標がいくつかあります。２３年度普通会計決算に基づく県内各市との主な指標の比較は次のとおりです。

② 職員給与の県内各市（１９市）との比較

勤務時間その他の勤務条件の状況

(１) 勤務時間、休憩時間、休日など　（２３年４月１日現在　標準職場の例）

(１) 職員研修の状況　（２３年度）

(２) 休暇・休業の状況

※業務内容により上記の勤務時間によらない職場や交代制勤務職場などでは、別に勤務時間を定めています。

※療養休暇、産前産後休暇、介護休暇、育児休業の取得状況は、期間内に休暇等を開始した職員の延べ人数となっています。

※処分件数は職員の延べ人数となっています。

○市では、実際に支払われた決算額に基づく指標で県
内各市と職員給与を比較した場合、他市に比べて著
しく高い職員給与ではないものと考えておりますが、
市の財政状況などを踏まえまして、引き続き職員給
与の適正化に努力していきます。

○また、１８年４月に公務員の給与をよりその地域の民間
給与実態に合わせるための制度改正が行われ、飯田
市でも職員の給料表の水準を平均４.８％引き下げま
した。

１年間に支払われたすべての給与費を市の人口で
割ったものです。職員の給与が人口規模に見合ったもの
であるか判断できます。

市の職員には服務上の義務が地方公務員法によって
規定されています。主な義務は右のとおりです。
なお、職務専念義務と営利企業等への従事制限につ
いては、条例規則等で定める一定の条件のもと、免除ま
たは許可を行う場合があります。

市全体の支出に占める職員給与の割合です。市の財政規
模（予算の大きさ、つまり仕事量）に対して職員の給与が適正
であるか判断できます。

ラスパイレス指数は、国と市の一般行政職（税務部門や企
業職、病院などを除く）の職員の基本給（４月分）を比較して
います。１００以下であれば国を下回っていることになります。

分限処分・懲戒処分等の状況

服務の状況

研修および勤務成績の評定の状況

(１) 福利厚生制度の状況　（２３年度）

(２) 公務災害の状況

福祉および利益の保護の状況

公平委員会の報告事項

※参加者には一部、臨時非常勤職員を含みます。
配属先の業務に係る専門研修を除きます。

１
２
３
４
５
６

新規採用職員研修　（９回）
階層別研修　（１１研修）
派遣研修 （３研修）
選択研修　（１２研修）
一般研修　（２研修）
ＩＳＯ関連研修　（５研修）

２９８人
２５２人
７０人
５４４人
１,１７０人
４０３人

市の職員が公務上、死亡したり、負傷または疾病にかかったり、またはその結果で障害が残った
場合には、公務災害補償（民間の労働災害保険にあたるもの）が行われます。

(２) 勤務成績の評定の状況　（２３年４月１日現在の制度）

市では職員の人材育成を目的として人事評価制度を導入
しており、職員一人ひとりの資質の向上や組織として最大限の
成果を発揮できる仕組みづくりを進めています。
また、職員の能力や実績をより重視した処遇確立のため、給
与制度や昇任制度の見直しを行っています。

市の職員は労働基本権が制限されているため、その代償的措置として、公平委員会に対して勤務条件に対する措置要求や不利益処分

に対する不服申立てできる制度が用意されています。２３年度は、勤務条件に関する措置要求が１件ありました。審査の結果、措置要求とは

認められないため却下されました。

普通会計決算額　１３,０８５千円（前年度 １１,５３５千円）

延べ参加者

市
民
１
人
あ
た
り
の

職
員
給
与
費（
１９
市
）飯田市：ラスパイレス指数９７.８（７番目）   平均給料月額３２.５万円（９番目）
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年
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月
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平
均
給
料
額
の
比
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１９
市
）

市
全
体
の
支
出
に
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め
る

職
員
給
与
費
の
割
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１９
市
）

０.０

９３.０

９４.０

９５.０

９６.０

９７.０

９８.０

１００.０

９９.０

ラス指数

０.０

３１

３２

３３

３４

３５

３６
平均給料月額（万円）

平均給料月額 ラス指数

飯
田
市

飯
田
市

０.０

４.０

３.５

４.５

５.５

６.０

６.５

５.０

（万円）

 ３.９万円
（１４番目）

県下各市

飯
田
市

０

８

９

１０

１１

１２
 

   ９.３％
（１２番目）

飯
田
市

（％）

県下各市

飯
田
市

昇任に係る人事評価 年２回（６月、１１月） 該当職員

目標管理の成果確認
および勤務実績評価

年２回（９月、３月）

評定の種類 実施時期 被評定者
年１回　（９月）昇給に係る人事評価

全職員

服務上の義務
（地方公務員法）

職務専念義務、信用失墜行為の禁止、
守秘義務、政治的行為の制限、争議行為
等の禁止、営利企業等への従事制限

上記義務に対する
違反（２３年度） １９件

１週間の
勤務時間

週休日 ・ 休 日

３８時間４５分
週休日：土曜日・日曜日
休　日：祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）正午～午後１時午前８時３０分 午後５時１５分

始業時刻 終業時刻 休憩時間
１日の勤務時間の割り振り

年次休暇
（有給）

１年につき２０日付与　　※翌年に限り繰越可能（最大２０日） 平均取得日数６.４日（消化率１６.８%）

療養休暇
（有給）

負傷又は疾病のため、療養する必要がある場合に認められる休暇
療養に要する期間を付与（疾病等の種類により最大９０日/１８０日）

１週間を超える療養休暇取得者 延べ７８人

特別休暇
（有給）

結婚、産前産後、忌引など特別な事由がある場合に認められる休暇
休暇の種類により異なる期間を付与

代表的な産前産後休暇の取得者 延べ７２人

介護休暇
（無給）

日常生活に支障がある特定の家族を介護する場合に認められる休暇
連続する６月の期間内において必要と認められる期間を付与

０人

組合休暇
（無給）

職員団体の業務に従事する場合に認められる休暇
１年につき３０日以内で付与

０人

育児休業
（無給）

３歳に満たない子を養育する場合に承認される休業 延べ３３人

休暇等の種類 概　要 ・ 付与日数等 取得状況等（２３.１.１～２３.１２.３１）

公務災害補償の
請求件数（２３年度）

７件

職員の健康管理

職員共済会への
補助

普通会計決算額　９,６２１千円　（前年度 ９,４００千円）
市が地方公務員法の規定により事業主として行うべき厚生事業の一部を、条例に基づき設置している職員の
互助組織（飯田市では「職員共済会」といいます）に実施させており、それに要する費用の一部を職員共済会
に対し補助しています。
主な職員共済会事業：相互扶助事業、福利厚生事業、体育事業、健康管理事業

普通会計決算額　１５,９６３千円　（前年度 １５,６１０千円）

職員の健康管理事業は、地方公務員法や労働安全衛生法などの規定に基づき実施するものです。
上記の事業は、事業主の一部負担（市費）のほか、職員共済会、共済組合（公務員が加入する健康保険）、職
員の個人負担などにより実施しています。

１
２
３

人間ドック
定期健康診断
健康診断結果による保健指導

７６８人
１,５１０人
　　　２７人

受診者
４
５
６

婦人科検診
歯科検診
メンタルヘルス対策（研修）

２５８人
５５人
１８３人

受診者

※受診者には一部、臨時非常勤職員を含みます。

種　類 概　　　　　　　　　　要 処分件数等　（２３年度）

分限処分

懲戒処分・
　矯正措置

職員が重い病気など一定の事由によってその職務を十分に果たすことが
できない場合や廃職・過員などが生じた場合に、本人の意に反してその身
分に不利益な変動をもたらす処分です。

懲戒処分は職員の義務違反に対する道義的責任を問う制裁処分です。
この懲戒処分とは別に、訓告や厳重注意などの矯正措置があります。

分限処分１４件
（免職０、休職１４、降任０、降給０）

懲戒処分７件
（免職０、停職２、減給２、戒告５）
訓告等 ２１件
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給与、公的年金など
以外に所得がある方

所得税（国税）の
確定申告をする方

※所得税の確定申告をされる方は飯
田税務署にて申告をしてください。

給与収入がある方
（パート・アルバイト

なども含む）

年末調整が済んでいる
給与以外に収入がなく、
その内容に変更がない方

公的年金など（恩給含む）
を受給している方

公的年金以外に収入がない方
で、次の①または②に該当する方

①６５歳以上の方で
年金収入額が１４８万円以下の方

②６５歳未満の方で
年金収入額が９８万円以下の方

収入がなかった方
障害年金・遺族年金・
失業給付金などの
非課税収入のみの方

飯田市に居住している方の
税金上の扶養となっている方
※健康保険の扶養とは異なりますの
　でご注意ください。

問い合わせ 介護高齢課　介護相談係　内線 ５３９４

要介護認定を受けている６５歳以上の方で、福祉事務所長より障害者に準ずる状態であると認められた方は、
申告時に「障害者控除対象者認定書」を添付することにより、障害者控除が受けられます。

※申請後、審査会での審査の後に結果を送付いたします。お待たせすることになりますが、ご了承ください。

※「障害者」または「特別障害者」と認定された方には、「障害者控除対象者認定書」を交付いたします。

要介護認定を受けている方の障害者控除について

要介護認定を受けている方で、おむつ代について初めて医療費控除を受ける方は、おむつ代の領収書に加
えて、医師の発行する「おむつ使用証明書」が必要になります。２年目からは、以下の要件に該当する方に限
り、介護高齢課が発行する「主治医の意見書の確認書」を「おむつ使用証明書」の代わりとすることができます。

主治医の意見書に寝たきり度「Ｂ１」以上で、「尿失禁」の記載がある方

※「B1」以上とは、日中もベッド上での生活を主とし、食事、排泄、着替えなど、部分的または全面的に介助を必要とする方です。

要介護認定を受けている方のおむつ代に関わる医療費控除について

申請受付期間 １月４日（金）～２月２８日（木）

「障害者控除対象者認定書」と「主治医の意見書の確認書」の交付申請先と申請受付期間

○介護高齢課（りんご庁舎２階）、各自治振興センター（橋北、橋南、羽場、丸山、東野を除く）
○申請の際は、印鑑をご持参ください。

市・県民税の申告は必要ありません

上記に該当しない方は申告が必要と思われますので、準備をお早めにお願いします。

■ 昨年市・県民税の申告をされた方のうち、今年も申告が必要と思われる方へ１月下旬に市・県民税申告書を発送します。

■ １月下旬に市役所税務課窓口、りんご庁舎２階、各自治振興センターに申告書類を用意しますので、必要な方
はご利用ください。

■ 所得税の確定申告については、飯田税務署　　　０２６５（２２）１１６５へお問い合わせください。

平成25年1月1日現在飯田市に住んでいる

所得税の確定申告、市・県民税の申告を行う際には、申告する方にあった１年間の収入の全てを申告することになります。

市・県民税の申告が必要か確認してみましょう
■ 平成２４年１月１日～１２月３１日までの所得に関する申告となります。

●日程・申告相談の詳細は、飯田市ウェブサイトおよび広報いいだ２月１日号でお知らせします。
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１月１５日号は休刊です

市・県民税の申告相談日程

日　付 曜日 会　　　場 日　付 曜日 会　　　場

火
水
木
金
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

２月２６日
２月２７日
２月２８日
３月１日
３月４日
３月５日
３月６日
３月７日
３月８日
３月９日
３月１０日
３月１１日
３月１２日
３月１３日
３月１４日
３月１５日

２月７日

２月８日

２月１２日

２月１３日

２月１４日
２月１５日
２月１８日
２月１９日
２月２０日
２月２１日
２月２２日
２月２５日

木

金

火

水

木
金
月
火
水
木
金
月

木沢地区会館
大町集会所
上村保健センター
八重河内地区館
下栗総合交流会館
南信濃地域交流センター
程野区民センター
南信濃地域交流センター

竜丘公民館

龍江公民館
千代公民館

上郷公民館

座光寺公民館
山本公民館

伊賀良公民館

鼎自治振興センター３階

川路公民館

松尾公民館

下久堅公民館
上久堅公民館
市役所３階　（旧市５地区）

市役所３階　（休日相談）

三穂公民館
飯田文化会館　（丸山・橋南）

飯田文化会館　（東野・橋北）

飯田文化会館　（羽場）

飯田文化会館　（予備日）

３月９日、１０日に市役所３階会議室で行う旧市５地区と休日相談については、受付時間が午前９時から午後１時
までとなります。ほかの会場とは受付時間が異なっておりますので、ご注意ください。
なお、市役所の駐車場は台数が限られており、混雑が予想されます。自家用車で来場予定の方は、なるべく飯田
文化会館での申告相談にお越しください。

休日（３月９日㈯、１０日㈰）の申告相談について

平　日／午前９時～１１時３０分、午後１時～４時
土・日（３月９日、１０日）／午前９時～午後１時
※２月７日～３月１５日は、職員が各地区の申告相談会場に出向いています。市役所税務課窓口での申告相談は、お受けできません。

申告相談の受付時間

上記５地区と最終日の申告相談につきましては、昨年まで市役所３階会議室で行っていましたが、平成２５年から
庁舎整備で駐車場などが使用できないため、次の会場で行います。ご不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。

◆３月９日㈯、１０日㈰ …… 市役所３階会議室 ◆３月１２日㈫～１５日㈭ …… 飯田文化会館

橋北・橋南・羽場・丸山・東野地区の方と、最終日の申告相談会場について

事業や農業を営まれている方、土地や建物などを貸して不動産収入のある方は、「収入」およびその収入を得る
ための「経費」について、「収支内訳書」を作成してください。

※収支内訳書の記入方法がわからない方は、収入や経費を項目ごとに１年間分をまとめて集計して、申告会場にお越しください。

事業所得、農業所得、不動産所得のある方は、収支内訳書の自主記載をお願いします

「ｅ－Tax」は、インターネットを利用して自宅から所得税などの申告、各種申請・届出の手続きができるシステムです。
ｅ－Taxの利用には、「電子証明書」が必要になりますので早めに取得していただき、確定申告の際にはｅ－Taxを
ぜひご利用ください。詳細は国税庁「ｅ－Tax」ホームページをご覧ください。

ホームページ　http://www.e-tax.nta.go.jp

国税電子申告・納税システム「ｅ－Ｔａｘ」をご利用ください

問い合わせ 税務課市民税係　内線 ５１６２

▼お住まいの地区の会場にお越しください。

まもなく市・県民税の申告の時期です
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０
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８
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　５
１
９
・
２２
㎡

○
設
備
の
内
訳

　直
売
所
、
食
堂
、
厨
房
、

加
工
室
、
都
市
交
流
推
進

室
、
研
修
室
、
事
務
室
、
休

憩
所
、
ト
イ
レ
、
駐
車
場

▼
業
務
の
範
囲

○
農
産
物
、
農
産
加
工
品
そ
の

他
特
産
品
の
提
供
お
よ
び
販

売
を
行
う
こ
と

○
施
設
の
利
用
希
望
者
に
対

し
、
利
用
許
可
を
行
う
こ
と

○
利
用
者
が
納
付
す
べ
き
利
用

料
金
の
額
並
び
利
用
料
金
の

納
付
お
よ
び
還
付
の
方
法
を

定
め
る
こ
と

○
利
用
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と

○
施
設
の
建
物
、
敷
地
お
よ
び

設
備
の
維
持
並
び
に
管
理
を

行
う
こ
と

▼
指
定
期
間

　平
成
２５
年
１０
月
１
日
～
平
成

２８
年
９
月
３０
日
ま
で
の
３
年

間
▼
公
募
受
付
期
間

　１
月
７
日
㈪
～

　２
月
７
日
㈭

▼
受
付
・
問
い
合
わ
せ

　農
業
課

　農
村
振
興
係

先
進
都
市
ま
ち
づ
く
り

交
流
事
業
参
加
者
募
集

　地
域
の
若
者
が
、
多
様
化
す

る
国
際
社
会
で
地
域
経
営
の
事

例
や
手
法
を
学
ん
で
理
解
を
深

め
、
自
身
や
地
域
の
将
来
に
役

立
て
て
も
ら
う
た
め
、
先
進
都

市
ま
ち
づ
く
り
交
流
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　本
事
業
で
は
、
参
加
者
に
対

し
て
視
察
研
修
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象

　飯
田
市
在
住
の
大
学
生
、
短

大
生
、
高
校
生
、
専
門
学
校

生
ま
た
は
飯
田
市
内
の
短
期

大
学
、
高
等
学
校
、
専
門
学

校
に
在
学
す
る
学
生

▼
実
施
期
間

　３
月
１７
日
㈰
～
２０
日
㈷

　　
（
予
定
）

　３
泊
４
日

▼
視
察
先

　韓
国
（
ウ
ォ
ン
ジ
ュ
、
チ
ュ

ン
チ
ョ
ン
な
ど
）

▼
申
込
方
法

　住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

性
別
・
学
校
名
・
学
年
・
電

話
番
号
お
よ
び
本
視
察
研

修
で
学
び
た
い
こ
と
を
、

１
０
０
０
字
以
上
１
２
０
０

字
以
内
に
ま
と
め
て
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　（
様
式
自
由
）

※
募
集
定
員
を
超
え
る
応
募
が

あ
っ
た
場
合
は
、
申
込
書
の

審
査
お
よ
び
面
接
に
よ
っ
て

選
考
い
た
し
ま
す
。

▼
申
込
締
切

　１
月
２３
日
㈬
（
必
着
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　企
画
課

　企
画
調
整
係

　内
線
２
２
２
２

住
宅
・
土
地
統
計
調
査

標
語
募
集

　平
成
２５
年
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
の
実
施
に
あ
た
り
、
標
語

（
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
）
を
募
集

し
ま
す
。

▼
募
集
期
間

　１
月
７
日
㈪
～
２
月
７
日
㈭

▼
応
募
条
件

　ど
な
た
で
も
応
募
可
。

　作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も

の
で
、
１
人
１
作
品
。

▼
応
募
方
法

　は
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に

作
品
・
氏
名
・
性
別
・
年
齢

・
住
所
・
電
話
番
号
・
職
業

（
小
・
中
・
高
校
生
の
場
合

は
学
校
名
、
学
年
）
を
明
記

の
上
、
送
付
ま
た
は
送
信
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　〒
１
６
２
―
８
６
６
８

　東
京
都
新
宿
区
若
松
町
１９
―

１　総
務
省
統
計
局
国
勢
統
計
課

住
宅
・
土
地
調
査
広
報
担
当

　〒
３
９
５
―
０
８
１
７

　鼎
東
鼎
２
８
１
番
地

０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
７

０
２
６
５（
５
２
）６
１
８
１

n
ou
sei@

city
.iid
a.an

o.jp

０
３（
５
２
７
３
）１
０
０
５

jyutakuhyogo@
soum

u.go.jp

天
龍
峡
活
性
化
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
募
集

　朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
教

室
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
視
覚
に
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
に
声
で
情
報
を
お
届
け
す

る
た
め
の
、
「
朗
読
技
術
」
を

基
礎
か
ら
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

▼
対
象

　朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味

の
あ
る
方

▼
期
間

　２
月
１４
日
～
３
月
１４
日

　（
毎
週
木
曜
日
）
全
５
回

　午
前
１０
時
～
正
午

▼
場
所

　さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
３
階

　第
１
・
２
講
習
室

▼
定
員

　２０
人

▼
参
加
費

　無
料

▼
申
込
締
切

　２
月
８
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
内

　

　飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
１

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入
門
教
室
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１月１５日号は休刊です

福祉や健康づくりの施策について審議していただく「飯田市社会福祉審議会」を
設置し、分野別に分科会を設けています。委員として参画していただく方を募集します。

任 期

応募資格

応募方法

分科会・公募人数 募集期間

申し込み・問い合わせ

選 考

作文のテーマ

・児童福祉分科会　　３人　

・障害者福祉分科会　４人

・高齢者福祉分科会　４人

・健康づくり分科会　５人　

平成２５年４月１日～平成２８年３月３１日　（３年間）

飯田市に住所を有する２０歳以上の方

りんご庁舎福祉課または市ウェブサイトで、飯田市社会
福祉審議会委員申込書を入手し、次のテーマで書いた
作文（８００字以内）を添えて、りんご庁舎福祉課まで持
参、郵送またはＥメールで提出してください。
なお、提出された書類は、採否にかかわらずお返ししま
せん。

・児童福祉分科会

　「子どもたちが健やかに育つために」

・障害者福祉分科会

　「障害者が安心して生活できる地域とは」

・高齢者福祉分科会

　「高齢者が生きがいを持ち、地域社会の中で役割をもっ

　　て生活していくためには、地域においてどのような取組

　　が必要と考えるか」

・健康づくり分科会　

　「『市民総健康』と『生涯現役』の実現に向けての提言」

１月１５日㈫～２月１４日㈭ 
（当日消印有効）

〒３９５-００４４ 飯田市本町１丁目１５番地
保健福祉部　福祉課　地域福祉係
内線５３７１
　　　fukushi@city.iida.nagano.jp 

申込書と作文をもとに選考します。年齢や男女のバランス
を配慮させていただく場合があります。

社会福祉審議会の委員募集社会福祉審議会の委員募集
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飯田商工会議所　    　０２６５（２４）１２３４問い合わせ

２月７日（木）期 日

新春経済講演会新春経済講演会新春経済講演会

午後２時～３時３０分時 間

２０１３年を展望する　
～どうなる日本！今後の政治と経済～

２０１３年を展望する　
～どうなる日本！今後の政治と経済～

　情報番組「ウェークアップ！ぷらす」や「情報ライブミヤ
ネ屋」の解説者でおなじみの岩田公雄さんを迎え、２０１３年の
政治と経済動向について、わかりやすくお話ししていただき
ます。ぜひ、ご聴講ください。

講師  岩田公雄 さん
（読売テレビ報道局特別解説委員）

シルクプラザ　（育良町１－７）会 　 場

参加費
無料

普
通
救
命
講
習
会
と

防
火
講
話

　応
急
手
当
の
基
礎
知
識
・
人

工
呼
吸
・
胸
骨
圧
迫
・
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
な
ど
、
住
民
の
方

を
対
象
と
し
た
救
命
の
た
め
の

応
急
手
当
を
覚
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

▼
対
象

　中
学
生
以
上

▼
日
時

　２
月
９
日
㈯

　

　午
後
１
時
～
４
時
３０
分

▼
場
所

　

　伊
賀
良
公
民
館
２
階
講
義
室

▼
内
容

○
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取

　り
扱
い
、
止
血
法
、
異
物
除

　去
な
ど

○
防
火
講
話

　（
焚
き
火
火
災
ゼ
ロ
運
動
、

住
宅
火
災
警
報
器
の
設
置
促

進
に
つ
い
て
）

▼
定
員

　２０
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料

　無
料

▼
申
込
期
間

　１
月
７
日
㈪
～
２
月
３
日
㈰

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　伊
賀
良
消
防
署

　救
急
係

０
２
６
５（
２
５
）０
１
１
９

　「
事
業
失
敗
の
現
場
で
見
え

て
き
た
問
題
点
」
と
「
成
功
す

る
経
営
者
か
ら
見
え
て
き
た
解

決
策
」
を
事
例
に
、
企
業
の
役

割
や
安
定
し
た
事
業
経
営
を
学

ぶ
講
座
で
す
。

▼
対
象

　会
社
の
経
営
者
、
個
人
事
業

　者
な
ど

▼
日
時

　１
月
２５
日
㈮

　午
後
２
時
～
４
時

▼
場
所

　南
信
州
・
飯
田
産
業
セ
ン
タ

ー
（
旧
飯
伊
地
域
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
）

　２
階
学
習
室

▼
講
師

　振
田
仁
さ
ん

　（
企
業
金
融
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▼
参
加
費

　無
料

▼
定
員

　３０
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　金
融
政
策
室

　内
線
４
６
５
０

中
小
企
業
者
の
た
め
の

事
業
改
善
セ
ミ
ナ
ー
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１月１５日号は休刊です

　パ
ソ
コ
ン
で
ワ
ー
ド
ソ
フ
ト

（
文
書
作
成
ソ
フ
ト
）
を
使
っ

て
、
基
本
操
作
の
お
さ
ら
い
と

ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
文
字
入
力
を

学
び
、
案
内
状
・
カ
レ
ン
ダ
ー

・
お
し
な
が
き
な
ど
、
生
活
や

趣
味
に
役
立
つ
楽
し
い
作
品
づ

く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

▼
対
象

　市
内
に
居
住
す
る
６０
歳
以
上

で
、
パ
ソ
コ
ン
で
文
字
入
力

を
し
た
こ
と
が
あ
る
方

▼
日
時

　２
月
５
日
㈫
～
３
月
１２
日
㈫

　３
月
８
日
㈮
を
除
く
毎
週
火

・
金
曜
日
（
全
１０
回
）

　午
後
１
時
～
３
時

※
使
い
た
い
写
真
な
ど
が
あ
る

方
は
、
デ
ー
タ
か
現
物
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

▼
場
所

　

　飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

　（
松
尾
明
）

▼
受
講
料

　１
３
０
０
０
円

　（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

▼
定
員

　２０
人
（
先
着
）

▼
申
込
締
切

　１
月
３１
日
㈭

シ
ル
バ
ー
パ
ソ
コ
ン

ワ
ー
ド
教
室

歴
史
研
究
所

地
域
史
講
座

　現
在
の
羽
場
曙
友
会
生
産
森

林
組
合
が
生
ま
れ
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
出
来
事
が
、
上
飯
田

村
の
歴
史
に
と
っ
て
ど
ん
な
意

味
を
持
っ
て
い
た
か
を
学
び
ま

す
。

▼
日
時

　２
月
２
日
㈯

　午
前
９
時
～
１１
時

▼
テ
ー
マ

　羽
場
の
百
姓
と
山
林
資
源

▼
講
師

　多
和
田
雅
保

　（
歴
史
研
究
所
調
査
研
究
員
）

▼
場
所

　羽
場
公
民
館

※
参
加
費
無
料
、
申
込
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

　歴
史
研
究
所

０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０

美
博
の
自
然
講
座

　伊
那
谷
を
つ
く
る
大
地
と
そ

こ
に
広
が
る
自
然
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

▼
生
物
講
座

　ド
イ
ツ
の
専
門
学
校
で
標
本

作
成
技
術
を
学
ん
だ
相
川
さ
ん

か
ら
博
物
館
の
裏
で
行
わ
れ
て

い
る
標
本
づ
く
り
の
実
際
と
そ

の
歴
史
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

○
テ
ー
マ

　動
物
標
本
の
文
化
史
―
標
本

　師
奮
闘
記
―

○
講
師

　相
川
稔
さ
ん
（
標
本
師
）

○
日
時

　１
月
１２
日
㈯

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

○
会
場

　

　美
術
博
物
館
科
学
工
作
室

▼
地
質
講
座

　

　人
工
衛
星
か
ら
見
る
と
中
央

構
造
線
は
カ
ミ
ソ
リ
で
切
っ
た

よ
う
な
線
を
描
き
ま
す
。
尾
根

や
川
が
実
際
に
切
れ
て
ず
れ
動

く
遠
山
地
域
の
例
を
紹
介
し
ま

す
。

○
テ
ー
マ

　活
断
層
と
し
て
の
中
央
構
造

　線
の
姿
―
赤
石
山
脈
の
ダ
イ

　ナ
ミ
ズ
ム
―

○
講
師

　坂
本
正
夫
（
専
門
研
究
員
）

○
日
時

　１
月
１９
日
㈯

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

○
会
場

　美
術
博
物
館
講
堂

▼
問
い
合
わ
せ

　美
術
博
物
館

　

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

▼
申
し
込
み

　飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

０
２
６
５（
２
２
）５
１
１
１

▼
問
い
合
わ
せ

　介
護
高
齢
課

　内
線
５
３
８
４

企
画
展
「
伊
那
谷
の
や

き
も
の
」
展
示
解
説
会

　飯
田
市
一
帯
に
築
か
れ
た
古

代
や
近
世
の
窯
を
中
心
に
近
代

の
作
家
ま
で
、
や
き
も
の
の
見

ど
こ
ろ
を
解
説
い
た
し
ま
す
。

▼
日
時

　１
月
２６
日
㈯

　午
前
１０
時
３０
分
～

　午
後
２
時
～

　（
２
回
開
催
）

▼
場
所

　美
術
博
物
館
展
示
室
Ａ

※
観
覧
料
が
必
要
で
す

▼
問
い
合
わ
せ

　上
郷
考
古
博
物
館

０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５

企
画
展
「
伊
那
谷
の
や

き
も
の
」
講
演
会

　江
戸
時
代
以
降
の
飯
田
市
一

帯
お
よ
び
長
野
県
内
の
窯
業
と

そ
の
特
徴
に
つ
い
て
お
話
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▼
日
時

　１
月
１４
日
㈷

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時

▼
場
所

　美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

　仲
野
泰
裕
さ
ん
（
愛
知
県
陶

磁
資
料
館
副
館
長
）

▼
テ
ー
マ

　長
野
の
や
き
も
の

　─
平
ご
と
の
陶
磁
文
化
─

▼
聴
講
料

　無
料

※
企
画
展
を
ご
覧
に
な
る
場
合

は
、
観
覧
料
が
必
要
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

　上
郷
考
古
博
物
館

０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５

考
古
学
基
礎
講
座

　今
か
ら
約
４
５
０
０
年
前
、

当
地
方
が
繁
栄
し
た
縄
文
時
代

中
期
の
話
で
す
。

▼
日
時

　２
月
１０
日
㈰

　午
後
１
時
３０
分
～
３
時

▼
場
所

　上
郷
考
古
博
物
館
会
議
室

▼
講
師

　坂
井
勇
雄

　（
飯
田
市
教
育
委
員
会
）

▼
テ
ー
マ

　飯
田
下
伊
那
の
縄
文
文
化
を

知
ろ
う

※
聴
講
無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　上
郷
考
古
博
物
館

０
２
６
５（
５
３
）３
７
５
５
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平成２４年度 成人向け冬季講座 「森森大学院」 受講生募集成人向け冬季講座 「森森大学院」 受講生募集

かざこし子どもの森公園事務局  ０２６５（５９）８０８０
公園ホームページ：http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/■申し込み・問い合わせ

下記講座全て中学生以上から 各講座の初回開講日前日まで かざこし子どもの森公園対象年齢 受付期間 場所

日 曜 講　座　名 講　師 時　間 場  所 材料費 定員 内　　　　容
１月２６日 土

９：００～１２：００
５,０００円

１月２７日 日
（３回で）

１５人
２月２日 土

２月２日 土
１３：００～１６：００ 無料 １０人

２月１１日 祝

７００円
２月９日 土

１０：００～１６：００

無料

２月１０日 日
１０人

無料

２月１６日 土
１４：００～１６：００ －

２月１７日 日

２月２３日 土

無料

１０：００～１６：００ １０人
３月２日 土

１,０００円

２月２４日 日 ①１３：００～１５：００ ①５人
３月３日 日

②１５：３０～１７：３０

７００円

②５人３月１０日 日

７００円

３月９日 土 １０：００～１５：００

無料

２０人

３月１７日 日
１０：００～１２：００ １０組

１３：００～１５：００ ８人

３月２０日 祝 １３：３０～１５：００ －

テングザルとボルネオ島の自然 村井勅裕
（公園スタッフ）

ボルネオ島にいるテングザルの話
サルの被害について サルによる被害と対策の現状

陶芸技術講座
（全３回）

手づくりパネル
シアター講座
（全２回）

初挑戦！デジタル
一眼レフカメラ
スマホで気軽に
写真を撮ろう

ホームページ
作成講座
（全２回）

ギター初級
技術講座
（全３回）

見て、さわって、感
じて…。五感で味
わう里山の木々

大地の成り立ち
とそのふしぎ
～信州の活断層を通して
地震と防災を考える～

加藤元秀
（陶芸家）

吉田哲也
（公園スタッフ）

パネルシアター劇団
ラピカ☆／多田玲奈
（公園スタッフ）

羽場杉人
（公園スタッフ）

玉井安行
（ミュージシャン）

水上雅彦
（工房　菜や）

ベビーマッサージ
講座
保湿クリーム
づくり講座

福島章子
（日本アタッチメント育児協会
ベビーマッサージインストラク
ター／日本アロマ環境協会イ
ンストラクター／薬剤師）

土の
工房

会議室
どんぐり

会議室
どんぐり

会議室
どんぐり

会議室
どんぐり

会議室
どんぐり

会議室
どんぐり

なかま
の館

会議室
どんぐり

ベビーマッサージの方法・やり方・
効果などを学べます

赤ちゃんから使える保湿クリームを
手作り体験

陶芸の歴史・陶器の話
陶芸作品の実技講習
（器づくり・土雛づくり）

初心者でも簡単に楽しく学べる撮影の技術と実技
※持ち物：デジタル一眼レフカメラ

スマホで上手に写真を撮る 技術と実技
※お持ちになるカメラを事前にお知らせ下さい

家庭でも出し物としても使えるパネル
シアターの作り方・演じ方　など

webサイトをパソコンで見るまでの仕組み
正しい文法でwebサイトを作る方法
※持ち物：ノートパソコン
※対象：パソコンの基本操作ができる方

アルプスやフォッサマグナなどを抱える山国信
州の大地の成り立ちやその不思議について
地震の仕組みやそれによる災害にど
う備えたらよいか

身近な「木々」を「木材」の観点から観察し
てみます
公園内に生えている「樹」もそんな目で見
てみると、新しい発見があるかもしれません

簡単なコード進行から課題曲の習得まで      
初心者でも楽しくイヤにならないギター学習
※持ち物：アコースティックギター

小坂共栄
（信州大学

名誉教授）

び
は
く
学
芸
祭

　市
民
と
美
術
博
物
館
学
芸
ス

タ
ッ
フ
と
の
交
流
会
で
す
。

　交
流
会
以
外
は
無
料
、
事
前

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
途
中

か
ら
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま

す
。

▼
日
時

　１
月
２７
日
㈰

　

　午
後
１
時
３０
分
～
７
時

▼
学
芸
講
座

　学
芸
ス
タ
ッ
フ
が
３
つ
の
テ

ー
マ
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
お
話
し
し
ま
す
。

○
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

・
地
震
と
山
崩
れ
―
大
地
が
残

　し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
む
―

　（
村
松
武
）

・
菱
田
春
草
と
画
会

　（
小
島
淳
）

・
善
光
寺
如
来
の
も
の
が
た
り

　（
織
田
顕
行
）

▼
研
究
発
表

　伊
那
谷
の
研
究
団
体
の
発
表

も
あ
り
ま
す
。

○
午
後
３
時
１０
分
～
５
時

・
テ
ー
マ
の
抜
粋

　大
鹿
村
植
物
探
検
記
、
飯
田

下
伊
那
の
ト
ン
ボ
、
子
ど
も

美
術
学
校
の
作
品
、
菱
田
春

草
研
究
史
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
最
新
事
情
な
ど

▼
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

○
午
後
５
時
～
５
時
３０
分

・
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
ド
ー
ム

　空
間

▼
ミ
ュ
ゼ
サ
ロ
ン︵
交
流
会
︶

○
午
後
５
時
３５
分
～
７
時

　サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
を
つ
ま

み
、
お
茶
を
の
み
な
が
ら
伊

那
谷
の
魅
力
に
つ
い
て
語
り

合
い
ま
す
。

・
参
加
費

　３
０
０
円

▼
場
所

　

　美
術
博
物
館
講
堂
・
プ
ラ
ネ

　タ
リ
ウ
ム
室

▼
問
い
合
わ
せ

　

　美
術
博
物
館

　

０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

市の
ウェブサイトを
ご覧ください

市の
ウェブサイトを
ご覧ください

市の
ウェブサイトを
ご覧ください

飯田市役所
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１月１５日号は休刊です

２月３日（日）
午後１時３０分～４時４５分

飯田文化会館　ホール

日　時

会　場

内 容

超高齢社会に突入している飯伊地域の医療体制には、

医療従事者の確保・高齢化対策、救急医療体制の充実などの多くの課題があります。

このシンポジウムに参加して、飯伊地域で安心して暮らしていくために

私たちは何をすればよいのか、一緒になって考えてみましょう。

飯伊地域の医療事情を知る良い機会ですので、多くの皆様のご来場をお待ちしています。

▼飯田保健福祉事務所　総務課

▼飯伊地区包括医療協議会　事務局

☎０２６５（５３）０４４２

☎０２６５（２３）３６３６
問い合わせ

基調講演

パネルディスカッション

● 講師　　医師　村上智彦さん
（ＮＰＯ法人　支える医療研究所　理事長）

● 演題　　「地域住民が自分達の地域を守るために」

「住民が支えていく地域医療の姿」、理想の生き方

「ピンピンコロリ」を目指すためのヒントなどについて、

楽しく、判りやすくお話しをしていただきます。

● パネラー　　飯田医師会長・飯田市立病院長・南信州広域連合長

飯田下伊那ＰＴＡ連合会副会長・県健康福祉部長

● コーディネーター　　飯伊地区包括医療協議会長

医療団体・行政・住民を代表する皆さんで、飯伊地域の医療体制に対する

課題・取り組みなどについて、活動報告、意見交換を行います。

医師　 村上智彦 さん

入場無料
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りんご並木のエコカフェ Info

お茶でも飲みながらみんなで楽しく
　　　　　　エコライフを学んでみませんか

りんご並木のエコカフェ Info

お茶でも飲みながらみんなで楽しく
　　　　　　エコライフを学んでみませんか

りんご並木のエコハウス（本町２-３０）
電話＆FAX ０５０-３５８３-１５８３
（受付時間 ９：００～１７：００）

申し込み・問い合わせ

りんご並木のエコハウスを活用して、暮らしの中の風物詩を味わい、暮らしの中の知恵を学ぶ

「りんご並木のエコカフェ」を開催します。ぜひお気軽にご参加ください。

開　催　日 時　間 参　加　費 申込締切日テ　ー　マ

定　員 各１０人程度 ※持ち物など詳細はお問い合わせください。

１
月
の
エ
コ
カ
フ
ェ

コロンとして可愛い！

「マカロンストラップを作ろう」

講師：濱嶋佳代 さん

持ち物：裁縫道具

１月１６日（水）１月１８日（金）
１３：３０～

　１５：３０

５００円
（キット代

込み）

眠れない…ひとりで悩んでいませんか？

「睡眠のお悩み解消しましょう」

講師：睡眠コンシェルジュ　松沢登喜子 さん

（寝具の金山）

１月２７日（日）１月２９日（火）
１０：３０～

　１２：００
１００円

（飲み物代）

エコカフェフリー

「お茶を飲みながら、エコについて話そう」

持ち物：おやつ（カップとお茶はあります）
申込不要１月１０日（木）

１０：３０～

　１２：００
無料

ハーブのさわやかな香り

「天然アロマのハンドクリーム作り」

講師：上河内陽子 さん

（ＩＦＡ認定アロマセラピスト）

１月２１日（月）１月２３日（水）
１０：３０～

　１２：００

８００円
（ハーブ
ティー付）

１月４日より申し込み受付開始します

★☆★  年末年始 　１２月２９日～１月３日の間お休みとなります。 ★☆★

ただいまエコカフェ講師の募集をしています。お気軽にお問い合わせください。
同時にギャラリー展示も募集しています。
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１月１５日号は休刊です

エコライフを
楽しもう
エコライフを
楽しもう
エコライフを
楽しもう
エコライフを
楽しもう

絹代さんは、飯田市が委嘱したエコラ
イフコーディネーターとして、地球にや
さしいエコライフの情報発信を行って
います。

明けましておめでとうございま

す。まっさらな年が明けました！お正

月は「これまでの自分」を変える

チャンス！誰にでも「憧れ」はあるも

のです。「実現なんて無理！」と決め

つけるのではなく、少しでも憧れの

姿や生活スタイルに近づけるよう、

今年は新しいことに挑戦してみま

せんか？

例えば、自分の今を省みて、今

後の健康に自信が持てないひと

は、体操を日課に取り入れたり、曜

日を決めて車の移動を自転車に

変えてみてはいかがでしょう。生活

がマンネリ化し、感性が鈍っている

と感じるなら、毎月何か文化・芸術

に触れてみたり、自然に触れ、アウ

トドア活動をしてみては？人間の叡

智が生み出す芸術からは人間の

能力の偉大さを悟らされますし、自

然が生み出す美への感動は大き

く、さらに日光や水、食料をうまく配

分し機能している動植物界の秩序

からは学ぶものも多くあります。

忙しいからといって目の前のこ

とばかりに縛られてしまうと、毎日

がありきたりで無機質なものに

なってしまいます。今年をどんな年

にするのかという可能性は、すべ

ての人にとって無限大です！今年を

これまでで最高の年にし、これから

の生活をより魅力的なものにする

ために、一歩踏み出してみましょう！

地球温暖化防止は冬が大切！！
～暖房を考えよう～

ひと工夫 楽しく 豊かに エコライフ

●申し込み・問い合わせ

地球温暖化対策課　　内線　５２４６

冬の暖房や、給湯、厨房などの熱器具は、短時間の利用でも
エネルギーの消費がとても大きい。

暖房は賢く利用

①まずは、衣服や寝具を暖かく

②暖房範囲は出来るだけ小さく、温度設定は適温に

③窓の対策、上下の空気の温度差解消を

暖
房
は

大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費

地
球
温
暖
化
・
気
候
変
動
の
原
因
と

な
っ
て
い
る
温
室
効
果
ガ
ス
。日
本
の
一

般
的
な
世
帯
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
は
図
１
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

で
年
間
総
排
出
量
の
１２
・
５
％
で
す
。

冷
房
と
比
べ
る
と
、と
て
も
大
き
い
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。こ
れ
は
、
冷
房
は
、
日

中
、
会
社
な
ど
で
の
利
用
が
多
い
の
に

対
し
、
暖
房
は
夜
、
家
庭
で
も
よ
く
利

用
さ
れ
る
た
め
と
、
室
内
外
の
温
度
差

は
、
夏
季
に
比
べ
て
冬
季
が
１０
℃
近
く

大
き
く
な
る
た
め
で
す
。
寒
い
飯
田
市

で
は
、
上
記
の
日
本
平
均
よ
り
大
き
な

割
合
を
暖
房
が
占
め
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
給
湯
や
厨
房
で
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
は
、
作
り
出
す
温
度
差
が

更
に
大
く
、
短
時
間
で
大
き
な
排
出

量
に
な
り
ま
す
。
沸
か
し
た
お
湯
は
魔

法
瓶
に
入
れ
る
、お
風
呂
は
出
来
る
だ

け
続
け
て
入
る
な
ど
、
熱
を
有
効
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

賢
い
暖
房
の
使
い
方

飯
田
市
の
よ
う
な
寒
い
地
域
で
は
、

暖
房
な
し
で
は
す
ご
せ
ま
せ
ん
。
暖
房

と
賢
く
付
き
合
い
ま
し
ょ
う
。ま
ず
は
、

必
要
な
熱
量
を
減
ら
す
た
め
に
、衣
服

や
寝
具
な
ど
を
見
直
し
、体
温
を
上
手

に
使
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

次
に
重
要
な
の
が
、
暖
房
す
る
範
囲

を
出
来
る
だ
け
小
さ
く
す
る
こ
と
。
最

も
優
秀
な
の
は
、こ
た
つ
。
近
年
は
、
節

電
タ
イ
プ
の
も
の
も
登
場
し
て
い
ま

す
。
部
屋
全
体
を
暖
め
る
場
合
に
は
、

ふ
す
ま
や
仕
切
り
を
閉
じ
、
暖
房
す
る

範
囲
を
狭
く
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、
冬
の

暖
房
の
設
定
温
度
を
１
℃
下
げ
る
こ

と
は
、
夏
の
冷
房
の
設
定
温
度
を
一
度

上
げ
る
よ
り
も
効
果
的
で
す
。
適
温
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

同
じ
温
度
設
定
で
も
、熱
の
逃
げ
道

で
あ
る
窓
へ
の
対
策
を
す
る
と
、エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
を
大
き
く
減
ら
せ
ま
す
。

カ
ー
テ
ン
を
閉
め
、
断
熱
シ
ー
ト
を
貼

り
、
部
屋
か
ら
逃
げ
る
熱
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。ま
た
、冬
は
部
屋
の
上
下
に
温

度
差
が
生
ま
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
暖

房
は
床
付
近
を
暖
め
る
よ
う
に
し
、
扇

風
機
な
ど
で
部
屋
の
上
下
の
空
気
を

循
環
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

今回の
 ポイント！

図１ 家庭からの二酸化炭素排出量（用途別）

国立環境研究所温室効果ガスインベントリオフィス資料より作成

暖房
１２.５％
暖房
１２.５％

給湯
１３.４％
給湯
１３.４％

厨房　４.３％

自家用乗用車
３２.６％

自家用乗用車
３２.６％

家電
（照明・冷蔵庫・
　掃除機・テレビなど）
　　　　　　３０.７％

家電
（照明・冷蔵庫・
　掃除機・テレビなど）
　　　　　　３０.７％

冷房　１.５％

その他　６.４％ ３０.２％

図
の
様
に
、
熱
源
だ
け
で
、
３０
・
２
％

に
な
り
ま
す
。
特
に
暖
房
は
冬
季
だ
け

冷房と暖房、どちらがエネルギーを多く使うと思いますか？夏の節電が注目を集

めていますが、エネルギーの利用量で多いのは冬の暖房です。暖房は、電気以外

の手段も多く使われており、エネルギーの利用量が多くなります。地球温暖化・

気候変動対策を考えるのであれば冬がより重要です。



［広報いいだ］２０１３.１.１28

公園事務局／☎０２６５（５９）８０８０　 ０２６５（５９）８０７９
http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

冬の星
２月８日㈮　１８：３０～２０：００　対象：小３年～成人
講師：今村理則 （元かわらんべ教育担当）
内容：星空がきれいなこの時期に冬の星座と

木星を観察しよう！

子どものための草木染め
２月９日㈯　９：００～１１：３０　対象：小３年～成人
講師：堤　久 （かわらんべスタッフ）
内容：マリーゴールドやコブナグサで

ハンカチ染めに挑戦しよう！

写真講座
２月１３日㈬　９：００～１１：００　対象：成人
講師：宮島　功 （飯田市写真家）
内容：デジタルカメラの撮影方法を学びます（講義２）

※材料がなくなり次第終了します

「窯焼きクランブルづくり」
１月２７日㈰
１０：３０～１２：００受付
材料費：１００円

「窯焼きピザづくり（ツナマヨ）」
２月１０日㈰　１０：３０～１２：００受付　材料費：２００円

「季節の草木染め」
２月９日㈯　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
場所：なかまの館

「木の実や小枝で村づくり③」
２月１１日㈪　１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
場所：土の工房

「冬遊びをしよう」
１月２０日㈰
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
受付：なかまの館

「冬遊びをしよう」
２月２日㈯
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００
受付：なかまの館

「巨大すごろく大会！」
１月１９日㈯
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００

「親子であそぼ♪」
１月２３日㈬
１０：３０～１１：３０

「簡単こまづくり」
１月２６日㈯
１０：００～１２：００、１３：３０～１５：００

「簡単お面づくり＆豆まき」
２月３日㈰
１０：００～１２：００、
１３：３０～１５：００

「陶芸技術講座（全３回）」
１月２６日㈯・２７日㈰・２月２日㈯　９：００～１２：００
講師：加藤元秀  材料費：５,０００円（３回で）
定員：１５人　場所：土の工房

「初挑戦！デジタル一眼レフカメラ」
２月２日㈯　１３：００～１６：００
講師：公園スタッフ  定員：１０人  場所：会議室どんぐり

「スマホで気軽に写真を撮ろう」
２月１１日㈷　１３：００～１６：００
講師：公園スタッフ  定員：１０人　場所：会議室どんぐり

「手づくりパネルシアター講座（全２回）」
２月９日㈯・１０日㈰　１０：００～１６：００
講師：パネルシアター劇団ラピカ☆／公園スタッフ
材料費：７００円  定員：１０人　場所：会議室どんぐり

「けん玉教室」
２月９日㈯　１３：３０～１５：３０
講師：アップルけん玉クラブのみなさん
場所：なかまの館

森森子ども大学（子ども体験学習）

食の工房体験学習

森森探険隊

なかまの館体験学習

木の工房体験学習

１月～３月の期間、大人向け冬季講座
「森森大学院」を開催いたします。

詳細は、２４ページ「講座」の欄または

当公園ホームページをご覧下さい。

お申し込みはお電話にて。

公園事務局　　　　　０２６５（５９）８０８０

お　知　ら　せ

材料費・参加費については、特に記載のないものは無料

１月２０日・２月２日とも雪がない場合他の企画になります。

森森大学院（成人向け講座）　※要予約

なかまの館体験学習

特別企画

かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！

※小学２年生以下は保護者同伴をお願いします。
各講座の持ち物は申し込み時、またはホームページで
確認ください。
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飯田動物園／☎０２６５（２２）０４１６　
http://www.city.iida.lg.jp/zoo/

天竜川総合学習館かわらんべ／☎０２６５（２７）６１１５
　http://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/kawaranbe/

各 施 設 か ら の お 知 ら せ

いいだＺＯＯウィンターラリー
１月１９日㈯～２月１１日㈷　（雨天中止）

節分イベント　サル山に豆をまこう
２月２日㈯・３日㈰　１１：００～ （雨天中止）

人気者はだぁ～れ？
２月２日㈯～２４日㈰

ビーバーの巣直しみれるかな？
１４：４５～
ビーバーの活動開始時間に
よって、変更する場合が
あります。

１日３０人

かわらんべウォーキング
１月１６日㈬　１４：３０～１６：００　対象：成人
講師：酒井浩文 （ソウル五輪競歩代表）
内容：かわらんべ周辺をウォークします。

よく回るコマ作り
１月１９日㈯　９：００～１１：００
対象：幼児～成人
講師：堤　久 （かわらんべスタッフ）
内容：紙や発泡スチロールなどでコマを作ろう！

エコ布草履作り
１月２３日㈬　９：００～１５：００　対象：成人
講師：木の実の会
内容：古布・古着を利用して草履（ぞうり）を作ります。

石ころアート
１月２６日㈯　９：００～１１：００　対象：幼児～成人
講師：堤　久 （かわらんべスタッフ）
内容：天竜川で石を探して、虫・魚・花などの

絵を描こう！

常緑樹の図鑑作り
２月２日㈯　９：００～１１：３０　対象：幼児～成人
講師：堤　久 （かわらんべスタッフ）
内容：かわらんべ周辺で「常緑の葉」を集めて

図鑑を作ろう！

絵手紙講座
２月７日㈭　９：００～１１：００　対象：成人
講師：黒河内秀幸 （日本絵手紙協会）
内容：絵手紙を楽しく描きます。

毎週土日・祝日のイベント

これからの講座予定 ※事前申込が必要です。

※

画
面
イ
メ
ー
ジ

下久堅、上久堅、千代、龍江、上村、
南信濃地区にお住まいの方

秘書課　情報基盤整備係　内線２２４１

上記以外の地区にお住まいの方

㈱飯田ケーブルテレビ　 ０２６５-５２-５４０６ ■問い合わせ　秘書課　情報システム係　内線２２２８

ゆい

飯田市からのお知らせ、地域からのお知らせ、お悔や

み情報、リサイクルステーション、休日当番医、緊急情報

など、生活に役立つ情報をお届けしています。

データ放送をご覧になるためには、ケーブルテレビへ

の加入が必要となります。

ケーブルテレビへの加入についての詳しいお申し込

みは次までお願いします。

ケーブルテレビのデジタル１２チャンネルで放送中!!

リモコンの　　　　　　　　ボタンで画面表示の情報

メニューを移動し選択します。

リモコンの　　　ボタンを押すことによって、

その情報の内容を見ることができます。

決定決定

上 下 左 右上 下 左 右

ご  利  用  方  法

ゆいゆい
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愛
知
の

豊
根
村

三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信 遠
州
遠
州三市合同企画 第１０２回
東
三
河

東
三
河

愛
知
県
内
で
最
も
標
高

の
高
い
山「
茶
臼
山
」が
あ
る

豊
根
村
に
は
、
県
内
唯
一
の

ス
キ
ー
場
「
茶
臼
山
高
原
ス

キ
ー
場
」が
あ
り
、現
在
シ
ー

ズ
ン
真
っ
盛
り
で
す
。

ス
キ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
平

日
に
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
も
滑

走
可
能
。そ
し
て
、ソ
リ
専
用

ゲ
レ
ン
デ
・
雪
あ
そ
び
場
が

広
く
な
り
、フ
ァ
ミ
リ
ー
に
も

ぴ
っ
た
り
で
す
。

１
月
１２
日
㈯
の「
ス
キ
ー
の

日
」で
は
ス
キ
ー
無
料
レ
ッ
ス

ン
が
受
け
ら
れ
、１
月
１９
日

㈯
、２
月
２３
日
㈯
の「
ち
び
っ

子
デ
ー
」で
は
小
学
生
以
下

を
対
象
に
リ
フ
ト
・
ベ
ル
コ
ン

が
無
料
開
放
さ
れ
ま
す
。イ

ベ
ン
ト
最
終
日
の
３
月
３
日

㈯
の「
ス
キ
ー
場
感
謝
デ
ー
」

で
は
リ
フ
ト
・
ベ
ル
コ
ン
が
無

料
開
放
さ
れ
、
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
や
各
種
レ
ン
タ
ル
用

品
が
割
引
き
と
な
り
大
変

お
得
で
す
。

ま
た
、ス
キ
ー
の
後
は
茶

臼
山
高
原
ス
キ
ー
場
か
ら
車

で
約
２５
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
、

日
帰
り
温
泉「
兎
鹿
嶋
温
泉

湯
〜
ら
ん
ど
パ
ル
と
よ
ね
」

で
の
ん
び
り
、ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
間
を
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
券
を

提
示
す
る
と
、
温
泉
入
浴
料

が
２
割
引
き
と
な
り
大
変
お

得
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
い
た
だ
き
、ほ
っ
と
温
ま

り
、
疲
れ
を
癒
や
し
て
お
帰

り
く
だ
さ
い
。

▼

茶
臼
山
高
原
ス
キ
ー
場

▼

兎
鹿
嶋
温
泉

湯
〜
ら
ん
ど
パ
ル
と
よ
ね

問い合わせ先

■茶臼山高原スキー場
０５３６（８７）２３４５

■兎鹿嶋温泉
湯～らんどパルとよね
０５３６（８５）１１８０

と
が
し
ま

飯田・下伊那地域コミュニティサイト

http://www.minapo.jp
ボランティアをはじめとする各種グループやサークル、またＮＰＯ

や企業、まちづくり委員会ほかの地域の団体など、南信州で活動
するあらゆる団体の皆さんが集うコミュニティサイトです。

加入には、団体加入と
構成メンバーの加入が必要です。

加入者募集加入者募集
（加入方法は

、サイトをご覧
ください）

問い合わせ
「南信州ぽぉたる」運営団体　ＮＰＯ法人くらりnet   　　０２６５（５６）８０５６
地域づくり・庶務課　 内線２１１２

※団体加入には、負担金が必
要となります。

情報はケーブルテ
レビのデータ
放送でも配信
されます。
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１月１５日号は休刊です

各種相談所 相談は無料、秘密は厳守します。

相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ 相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ

家庭児童相談 りんご庁舎２階

市役所会議室

教 育 相 談

行 政 相 談

結 婚 相 談

こころの相談日

りんご庁舎３階

りんご庁舎３階

さんとぴあ飯田

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５３０２

毎週月～金曜日
８：３０～１７：００

教育委員会棟
３　階

教育相談室
内線３５８１

専用電話（ＦＡＸ兼用）
☎０２６５（５３）８７３０

２月１２日㈫
１３：００～１６：００

地域づくり・庶務課
内線２１１１

さんとぴあ飯田
※本人の相談が
原則

本人確認が
できる書類と
写真１枚が
必要

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８２

１月２８日㈪
２月２５日㈪

１３：３０～、１５：００～

市　役　所
保 健 センター

保健課
内線５５１５
（予約制）

障害のある方
または

ご家族の相談

飯伊圏域障害者
総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２

消 費 者 相 談
（多重債務相談を含む）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

男女共同参画課
内線５３５２

ジョブカフェいいだ
若年者就業相談

中小企業経営者
のための

経営悩み相談

法 律 相 談
（現在係争中の

ものは除く）

毎週月～金曜日
９：００～１７：００
受付１５：３０まで

毎月第４木曜日
１２：３０～１５：００

毎月第２金曜日
１３：００～１７：００

中 村 ビ ル
（本町１－１２）

ジョブカフェいいだ
☎０２６５（５３）８９６６
（予約制）

飯田商工会議所
☎０２６５（２４）１５００
(予約制・無料）

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（予約制）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

毎月第２､第３日曜日
１３：３０～１６：３０
受付１５：３０まで

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

さんとぴあ飯田

休
日

平
日

介護高齢課
内線５３８２

基幹包括支援
センター

☎０２６５（５６）１５８７

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５３２４

１月１５日㈫
１３：３０～１６：３０

男女共同参画課
内線５３５１
（予約制）

毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（受付順）

毎週火・木曜日
１３：００～１７：００

毎週木・金曜日
１３：００～１７：００

毎週月・水・木曜日
１３：００～１７：００

毎週金曜日
１３：００～１７：００

市民証明コーナー
（りんご庁舎２階）

毎月第１・
第３木曜日

１３：００～１６：００
※希望の方は
　前日午後５時
　までに申し込む

飯田勤労者
福祉センター

産業振興支援課
☎０２６５（５３）６０７８

南信労政事務所
☎０２６５（７６）６８３３

外

国

語

相

談

外国人総合
相談窓口

（市役所本庁舎
１階）

男女共同参画課
内線５３５１

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

高齢者福祉相談
高齢者介護相談

の

相

談

女

性

の

た

め

心
配
ご
と
相
談

りんご庁舎２階

銀座堀端ビル
２　階

りんご庁舎２階

りんご庁舎３階

さんとぴあ飯田

悩みごと

法律相談

特 別
（法律的）

一 般

ポルトガル語

タガログ語
英 語

中 国 語

巡回労働相談

市長の留守番電話 ０２６５（２３）８１８１
市民の皆さんの
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。

　農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
、

農
地
の
転
用
、
遊
休
農
地
対

策
、
農
業
者
年
金
な
ど
農
地
に

関
す
る
相
談
を
、
各
地
区
担
当

の
農
業
委
員
と
農
業
委
員
会
事

務
局
職
員
が
受
け
付
け
ま
す
。

　開
催
地
区
以
外
の
ご
相
談

は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
川
路
地
区
会
場
で
は
、
竜
丘

地
区
の
相
談
も
受
け
付
け
ま

す
。

※
鼎
・
上
村
・
南
信
濃
地
区
は

予
約
制
で
実
施
い
た
し
ま

す
。
ご
相
談
さ
れ
た
い
方
は

農
地
相
談

農
業
委
員
会
事
務
局
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
日
時
・
会
場

に
つ
い
て
調
整
を
行
い
ま

す
。

▼
開
催
地
区
・
開
催
日

○
伊
賀
良
・
松
尾
・
上
久
堅
・

　千
代

　

　２
月
４
日
㈪

　
　
　

 

○
座
光
寺

　２
月
５
日
㈫

　

 

○
上
郷
・
飯
田
・
三
穂

　２
月
６
日
㈬

○
川
路

　２
月
７
日
㈭

▼
場
所

　

　開
催
地
区
Ｊ
Ａ
の
各
支
所
・

事
業
所

▼
時
間

　午
前
９
時
３０
分
～
１１
時

▼
問
い
合
わ
せ

　農
業
委
員
会
事
務
局

０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
９

結い（UI）ターン

■問い合わせ
結いターンキャリアデザイン室
内線３５１２
http://www.yuiturn.net/
yuiturn@city.iida.nagano.jp

ＵターンＩターンを
応援します。

お気軽にご相談下さい。

結
い
タ
ー
ン
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
室

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ゆ
い
た
ん
」
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